
　平成25年度から一緒に元気な宗像づくりを進める職員を募
集。本年度から「元気な職員枠」を新設。即戦力として民間企
業や市民活動など、さまざまな分野で頑張っている元気で個性
ある人が対象です。特に次のような経験を持つ人を求めます。
　①観光の振興
　②各種メディアを通じたＰＲ・プロモーション活動
　③高い企画力を持って、各種プロジェクトを実施
　④市民活動団体などで中心的な役割を果たし、行政などと連
　　携して地域やまちを活性化
　「元気な職員枠」の第１次試験は、学科試験を廃止し、適性
試験を実施します。特別な公務員試験対策が不要です。あなた
の「ちから」を、「宗像」で発揮しませんか。
●試験区分・採用人員など

●第１次試験日　９月16日（日）
●第１次試験会場　東海大学福岡短期大学
●応募方法　８月７日（火）までに、人事課へ次のいずれかの
方法で応募　＊ＨＰからの応募は８月３日（金）まで
▽市ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/→「職員採用」→「平
成24年度宗像市職員採用試験」から応募
▽郵送（〒811-3492／住所不要）＊８月７日消印有効
▽直接持参（土・日曜日、祝日を除く）
＊必要書類など詳しくは、市ＨＰ（前述）「平成24年度宗像市職
員採用試験案内」を参照。市役所、コミセンなどでも配布　

■問い合わせ先　人事課　☎（36）５０５１
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行　政

８月からの後期高齢者医療制度� 3

みんなでごみ減量に取り組もう、「みんなで３Ｒ」� 4

日本海沿岸海女発祥の地�鐘崎の海女、「時間旅行ムナカタ」� 7

子どもの居場所づくりに取り組む団体を一部紹介� 8

こころと生き方の相談室へ、「メッセージ」� 10

子どもの権利について知ろう、「子どもにやさしいまちむなかた」� 16

待ったなし！　国保財政の収支改善への取り組み、「国保財政の現状と未来」� 2

平成23年度消費生活センターへの相談、「転ばぬ先の杖」� 9

受けて安心、特定健診・がん検診、「健康むなかた21」� 18

夏休みは「海の道むなかた館」
で工作をしよう（12ページ）

1〜３ ４・５ ６〜８ ９ 10 11 12〜17 18

行政 環境 学びの里 消費生活 男女共同参画 カレンダー お知らせ 健康・福祉

　広報紙15日号で毎月、市ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/に掲載してい
る市長ブログを紹介しています。
■問い合わせ先　秘書課　☎（36）０８９０

宗像市職員採用試験宗像市職員採用試験
元気元気元気 宗像づくり宗像づくり宗像づくり
あなたあなたあなたののの ちちちかかかららら”””ををを!!!!!!!!!!
元気な宗像づくりに
あなたの“ちから”を!

試験区分
採用
人員

受験資格

一般行政Ａ
14人
程度

昭和61年４月２日〜平成７年４月１
日に生まれた人

一般行政Ｂ
（元気な職員枠）

 2人
程度

昭和53年４月２日〜平成７年４月１
日に生まれた人

一般行政C
（身体障がい者

対象）

 1人
程度

次の①〜④の全ての要件を満たす人
①昭和61年４月２日〜平成７年４月
　１日に生まれた人
②身体障害者福祉法第15条の身体障
　害者手帳の交付を受けている
③介護者なしで通勤と職務が可能
④活字印刷文の出題と口頭面接に対
　応が可能

土木技術
1人
程度

昭和61年４月２日〜平成７年４月１
日に生まれた人

保健師
1人
程度

昭和61年４月２日以降に生まれた人
で保健師の免許を有する人か、平成
25年３月31日までに取得する見込
みの人

世
界
遺
産
登
録
活
動
を
Ｐ
Ｒ

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン
を
募
集

　

市
で
は
、「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
を
Ｐ
Ｒ

す
る
原
動
機
付
自
転
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ

ン
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
来
年
、
旧
宗
像
市
と

旧
玄
海
町
の
合
併
10
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
取
り

組
む
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

世
界
遺
産
登
録
推
進
室　

☎（
62
）２
６
１
７

●
応
募
要
件

　
居
住
地
、
年
齢
な
ど
の
制

限
な
し

＊
た
だ
し
、
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
場
合
は
、
表
彰
式

（
日
時
未
定
）
に
出
席
す

る
こ
と
が
で
き
る
人

●
応
募
方
法

　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
す
る
か
、
Ａ
４

白
色
用
紙
に
①
住
所
②
氏
名

③
年
齢
④
学
校
名
・
職
業
⑤

デ
ザ
イ
ン
（
縦
10
セ
ン
チ
×

横
20
セ
ン
チ
枠
）
⑥
デ
ザ
イ

ン
の
意
図
や
思
い
（
１
０
０

字
程
度
）
を
記
入
し
て
、
世

界
遺
産
登
録
推
進
室
へ
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
す

る▽
郵
送
（
〒
８
１
１
・
３
５

０
４
／
深
田
５
８
８
／
海

の
道
む
な
か
た
館
）

▽
海
の
道
む
な
か
た
館
へ
直

接
持
参

＊
所
定
の
応
募
用
紙
は
、
市

ＨＰhttp://w
w
w
.city.

m
unakata.lg.jp/

「
教

育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」

→「
世
界
遺
産
登
録
活
動
」

→
「
お
知
ら
せ
」
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
市

役
所
総
合
案
内
、
海
の
道

む
な
か
た
館
、
各
コ
ミ
セ

ン
な
ど
で
入
手
可

＊
デ
ザ
イ
ン
の
提
出
は
電
子

デ
ー
タ
（
ｊ
ｐ
ｅ
ｇ
か
ｐ

ｄ
ｆ
）
で
も
可

●
募
集
期
間

　
９
月
３
日
（
月
）
必
着

●
選
考
／
賞

　
事
務
局
で
３
作
品
を
選

定
。
そ
の
中
か
ら
市
民
投
票

で
以
下
の
賞
を
決
定

▽
最
優
秀
賞
＝
１
点
／
賞
金

６む

万
７な

０
０
０
円
と
宗
像

市
特
産
品

▽
優
秀
賞
＝
２
点
／
賞
金
２

万
円
と
宗
像
市
特
産
品

＊
最
優
秀
賞
を
デ
ザ
イ
ン
原

案
と
し
て
採
用

　
詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
や
ポ

ス
タ
ー
か
、
世
界
遺
産
登
録

推
進
室
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

堺市

南種子町

大野城市

参 考 例

　
6
月
23
日
（
土
）、
釣
川

河
口
右
岸
域
で
「
２
０
１
２

マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
in
む
な
か

た
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
海
開
き
に

併
せ
て
開
催
し
、
今
年
で
3

回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
に
は
、

大
勢
の
小
・
中
学
生
と
保
護

者
ら
約
２
５
０
人
が
参
加
。

カ
ヌ
ー
や
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
、

サ
ン
ダ
ル
飛
ば
し
競
技
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー

を
体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
の

は
し
ゃ
ぐ
声
が
海
辺
に
響
き

ま
し
た
。

　
市
で
は
、
市
の
特
性
で
あ

る
海
や
ビ
ー
チ
を
活
用
し
た

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る

た
め
、
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
の

他
に
も
ビ
ー
チ
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
や
大
島
を

起
点
と
す
る
「
沖
ノ
島

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
大
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
宗
像
が

持
つ
素
晴
ら
し
い
癒
や

し
空
間
の
海
や
白
砂
青

松
を
守
り
、
活
用
し
て
い

く
た
め
、
海
岸
清
掃
や
松

の
植
樹
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

準
備
体
操
を
し
ま
し
た



7/22（日）・8/5（日）・8/26（日）宗像ユリックス 13時～16時
会議室５にて無料相談を実施。予約不要・先着順

相続はどのように行われるか？遺言書がある時とない時の違いは？
会社設立、各種許認可・離婚協議書作成・交通事故・在留資格など

伊藤弘幸 行政書士事務所

お気軽に
どうぞ

宗像市東郷2－3－40－206　宗像市役所より徒歩約１分

℡ 0940-36-8060（IP電話の方は携帯へ）

携帯 090-7980-1240
困ったことは
何でも

ご相談下さい。

No.224 むなかたタウンプレス 平成24年7月15日 （2）行　政

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

国保財政国保財政のの
現現状状とと未未来来
国保財政の
現状と未来

第
４
回

　
後
期
高
齢
者
支
援
金
と
は
、

75
歳
以
上
の
人
が
加
入
し
て
い

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

支
援
と
し
て
、
国
保
被
保
険
者

が
国
保
税
に
含
め
て
納
付
し
て

い
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

　
同
制
度
の
加
入
者
が
高
齢
で

あ
る
こ
と
や
加
入
者
の
保
険
料

②
だ
け
で
は
保
険
給
付

費
が
賄
え
な
い
た
め
、

国
・
県
・
市
の
負
担

①
、
国
保
や
健
保
組
合

な
ど
の
被
用
者
保
険
の

保
険
税
（
料
）
で
徴
収

し
た
後
期
高
齢
者
支
援

金
③
で
、
後
期
高
齢
者

医
療
費
を
負
担
し
て
い

ま
す
（
表
１
参
照
）。

　
し
か
し
、
市
国
保
税

に
含
め
て
徴
収
す
る
同

待ったなし！　国保財政の収支改善への取り組み

　国民健康保険財政の健全化に向けて市民のみなさんと情報を共有することを目的に、毎回テーマを
決めてお知らせする「国保財政の現状と未来」。今回は、国保税に含めて納付してもらう後期高齢者
支援金や介護納付金、そして、国保財政の赤字分を補てんしてきた国保給付費支払基金についてお知
らせします。� ■問い合わせ先　国保医療課　☎（36）１３６３

支
援
金
（
税
率
）
や
国
補
助
金

な
ど
の
収
入
（
Ａ
）
だ
け
で
は
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
（
Ｂ
）
の

必
要
額
に
対
応
で
き
ず
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
っ
た

平
成
20
年
度
か
ら
不
足
額
が
発

生
し
て
い
る
状
況
で
す
（
表
２

参
照
）。

表１　後期高齢者医療費の負担割合

①国・県・市
の負担

②後期高齢者本人が
負担する保険料
（75歳以上）

③国保や被用者保険
料で徴収した

後期高齢者支援金

50% 10% 40%

表２　市の国民健康保険税と後期高齢者支援金の状況 （単位：千円）

項目

年度

収入 支出 不足額

後期高齢者
支援金
（国保税）

国補助金 療養給付費
交付金

市繰入金
（保険税軽減分）

収入合計
（A）

後期高齢者
支援金（B）（A）−（B）

20年度 337,495 345,267 84,781 36,767 804,310 880,145 ▲75,835

21年度 340,713 385,560 85,675 46,864 858,812 989,288 ▲130,476

22年度 341,327 386,224 63,742 49,056 840,349 956,351 ▲116,002

　
介
護
納
付
金
と
は
、
国
保
被

保
険
者
で
介
護
保
険
の
第
２
号

被
保
険
者
（
40
〜
64
歳
）
が
国

保
税
に
含
め
て
納
付
し
て

い
る
お
金（
介
護
保
険
料
）

の
こ
と
で
す
。

　
介
護
保
険
費
は
、
国
・

県
・
市
の
負
担
①
、
介
護

保
険
の
第
１
号
被
保
険
者

が
負
担
す
る
保
険
料
（
65

歳
以
上
）
②
、
介
護
保
険

の
第
２
号
被
保
険
者
が
負

担
す
る
保
険
料
（
40
〜
65

歳
）
③
で
賄
っ
て
い
ま
す

（
表
３
参
照
）。

　
し
か
し
、
高
齢
者
の
増

加
な
ど
で
介
護
保
険
料
が

増
加
す
る
な
ど
、
平
成
15

年
度
以
降
は
、
国
保
税
で

徴
収
し
て
い
る
介
護
納
付

金
（
介
護
保
険
料
）
で
は
、

　
年
々
増
加
す
る
医
療
費
や
後

期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付

金
に
対
し
て
、
国
保
税
な
ど
で

は
賄
い
き
れ
な
い
赤
字
分
を
補

て
ん
す
る
の
が
、
宗
像
市
国
民

健
康
保
険
給
付
費
支
払
基
金
で

す
。

　
し
か
し
、
平
成
20
年
度
に
約

４
億
５
０
０
０
万
円
あ
っ
た
基

金
は
、
平
成
22
年
度
に
３
億
円

表４ （単位：円）

項目

年度

収入 支出 不足額

介護納付金に対す
る国保税収など
（Ａ）

介護納付金
（Ｂ） （Ａ）−（Ｂ）

15年度 295,941 314,832 ▲18,891

16年度 355,661 404,565 ▲48,904

17年度 382,142 461,571 ▲79,429

18年度 367,854 445,208 ▲77,354

19年度 338,907 411,662 ▲72,755

20年度 321,582 383,589 ▲62,007

21年度 317,212 370,917 ▲53,705

22年度 328,572 399,235 ▲70,663

平
成
23
年
度
で

国
民
健
康
保
険
給
付
費
支
払
基
金
も
枯
渇

国
保
被
保
険
者
で
介
護
保
険
の

第
２
号
被
保
険
者
が
負
担
す
る
「
介
護
納
付
金
」

国
保
被
保
険
者
が
納
付
す
る

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」

を
支
出
し
、
平
成
23
年
度
に
残

額
の
１
億
５
０
０
０
万
円
を
支

出
し
、
基
金
は
全
て
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
23
年
度
の
決

算
で
は
、
こ
の
基
金
を
投
入
し

て
も
な
お
、
埋
ま
ら
な
い
支
出

金
が
約
１
億
円
あ
り
、
み
な
さ

ん
の
税
金
で
補
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
で
す
。
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年
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年
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年
度
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年
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17
年
度

18
年
度

19
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

介護納付金（支出）

介護納付金に対する
国保税収など（収入）

不足分

グラフ１　介護納付金とそれに対する国保税収などの推移
　　　　　（介護保険分）

　
後
期
高
齢
者
支
援
金
や
介
護

納
付
金
は
、
支
出
額
に
見
合
っ

た
国
保
税
収
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
医
療
費
や
介

護
給
付
費
の
増
加
は
、
国
保
財

政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

ま
さ
に
「
じ
り
貧
状
態
」
で
す
。

国
保
財
政
は
、
ま
さ
に
「
じ
り
貧
状
態
」

国
保
財
政
の
収
支
改
善
は
、
も

う
「
待
っ
た
な
し
」
の
状
況
で

す
。

　
市
の
国
保
は
特
別
会
計
で
運

営
さ
れ
て
い
る
た
め
、
独
立
採

算
で
実
施
す
る
こ
と
が
本
来
の

姿
と
い
え
ま
す
が
、
そ
れ
が
で

き
な
い
危
機
的
状
況
で
す
。

表３　介護保険費の負担割合

①国・県・市
の負担

②介護保険の
第１号被保険者が
負担する保険料
（65歳以上）

③介護保険の
第２号被保険者が
負担する保険料
（40〜64歳）

50% 20% 30%

不
足
額
が
発
生
し
て
い
る
状
態

で
す
（
グ
ラ
フ
１
・
表
４
参

照
）。
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■問い合わせ先
▽国保医療課後期高齢者医療係

☎（36）１３４８
▽県後期高齢者医療広域連合
　　☎０９２（６５１）３１１１

後期高齢者
医療制度8月からの8月からの

●
被
保
険
者
証
が
「
み
ず
色
」
に
変
わ
り
ま
す

●
被
保
険
者
証
の
自
己
負
担
割
合
を

新
し
く
判
定
し
ま
す

●
限
度
額
適
用･

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が

�

８
月
に
更
新
と
な
り
ま
す

　
現
在
の
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
、
７
月
31
日
（
火
）
ま

で
で
す
。

　
８
月
１
日
（
水
）
か
ら
使
用

で
き
る
被
保
険
者
証（
み
ず
色
）

を
７
月
下
旬
に
国
保
医
療
課
か

ら
郵
送
し
ま
す
。有
効
期
限
は
、

平
成
25
年
７
月
31
日
ま
で
の
１

年
間
で
す
。

　
た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納
が

あ
る
場
合
は
、
通
常
よ
り
短
い

　
医
療
機
関
で
受
診
す
る
と

き
、
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

は
「
１
割
」
か
「
３
割
」
で
す
。

毎
年
、前
年
中
の
所
得
を
基
に
、

８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１

年
間
の
自
己
負
担
割
合
を
判
定

し
ま
す
。

　
自
己
負
担
割
合
は
、通
常「
１

割
」
で
す
が
、
同
じ
世
帯
の
被

保
険
者
の
い
ず
れ
か
の
人
の
市

町
村
民
税
の
課
税
所
得
が
１
４

５
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
は
、

「
３
割
」
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

有
効
期
限
の
被
保
険
者
証
を
、

窓
口
で
受
け
取
っ
て
も
ら
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降
に
受
診
す
る

際
は
、新
し
い
被
保
険
者
証（
み

ず
色
）
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被

保
険
者
証
（
み
ず
色
）
が
届
か

な
い
場
合
は
、国
保
医
療
課（
５

番
）
窓
口
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

該
当
す
る
場
合
は
、
国
保
医
療

課
（
５
番
）
窓
口
へ
申
請
す
れ

ば
「
１
割
」
の
自
己
負
担
割
合

と
な
り
ま
す
。
該
当
者
に
は
、

市
か
ら
申
請
書
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。

▽
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２

人
以
上
の
場
合
＝
同
じ
世
帯

の
被
保
険
者
全
員
の
収
入
の

合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

▽
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本

人
の
み
の
場
合
（
次
の
①
か

②
に
該
当
）

①
本
人
の
収
入
が
３
８
３
万
円

　　
不
動
産
の
売
買
や
登
記
、

自
動
車
登
録
な
ど
の
財
産
権

の
権
利
義
務
の
発
生
や
変
更

な
ど
の
手
続
き
に
は
、
印
鑑

登
録
証
明
書
が
必
要
で
す
。

印
鑑
登
録
は
、
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
が
登
録
で
き
ま
す
が
、
15

歳
未
満
の
人
や
成
年
被
後
見

人
は
登
録
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

●
印
鑑
登
録
の
方
法

▽
本
人
の
場
合
　

　
登
録
す
る
印
鑑
を
持
参

し
、
市
民
課
の
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
自
宅
に
本
人
確

認
の
た
め
の
文
書
を
郵
送
し
ま

す
。
そ
の
文
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
文
書
と
登
録
す
る
印

鑑
を
一
緒
に
市
民
課
へ
持
参
す

れ
ば
、
印
鑑
登
録
証
を
交
付
し

ま
す
。
同
時
に
印
鑑
登
録
証
明

書
も
請
求
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
運
転
免
許
証
な
ど

の
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真

付
き
の
身
分
証
明
書
で
、
本
人

が
確
認
で
き
た
場
合
は
、
受
け

付
け
し
た
日
に
、
印
鑑
登
録
証

を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
代
理
人
の
場
合

　
登
録
す
る
本
人
自
筆
の
委
任

状
と
登
録
す
る
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
自
宅
に
本
人
の

意
思
確
認
の
た
め
の
文
書
を
郵

送
し
ま
す
。
そ
の
文
書
に
登
録

す
る
本
人
が
必
要
事
項
を
記
入

し
た
も
の
を
市
民
課
へ
持
参

し
、
印
鑑
登
録
証
の
交
付
と
な

る
た
め
、
即
日
交
付
は
で
き
ま

せ
ん
。

●
自
動
交
付
機
を利

用
す
る
場
合

　
自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
た

め
に
印
鑑
登
録
証
に
暗
証
番
号

を
登
録
す
る
場
合
は
、
本
人
が

手
続
き
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

●
印
鑑
証
明
の
請
求

　
印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
な

場
合
は
、
印
鑑
登
録
の
時
に
発

行
し
た
印
鑑
登
録
証
を
必
ず
持

参
し
、
請
求
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
市
民
課
へ
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
コ
ミ
セ

ン
で
も
交
付
で
き
ま
す
が
、
印

鑑
登
録
し
て
い
る
人
と
同
一
世

帯
の
人
だ
け
に
限
ら
れ
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課

☎
（
36
）
１
１
２
６

印
鑑
証
明
と
印
鑑
登
録

未
満

②
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
人
の
収
入
の

合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

　
な
お
、
市
町
村
民
税
課
税
の

所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
で

も
、前
年
の
12
月
31
日
現
在
で
、

被
保
険
者
が
世
帯
主
で
あ
り
、

同
じ
世
帯
に
合
計
所
得
金
額
が

38
万
円
以
下
の
19
歳
未
満
の
世

帯
員
が
い
る
場
合
は
、
世
帯
主

で
あ
る
被
保
険
者
の
市
町
村
民

税
課
税
の
所
得
か
ら
、
16
歳
未

満
は
１
人
当
た
り
33
万
円
、
16

歳
以
上
19
歳
未
満
は
１
人
当
た

り
12
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
控
除
し

た
後
の
額
が
１
４
５
万
円
未
満

と
な
る
と
き
は
、「
１
割
」
の

自
己
負
担
割
合
と
な
り
ま
す

（
こ
の
場
合
の
申
請
は
不
要
で

す
）。

　
現
在
、
使
用
中
の
限
度
額
適

用･

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

（
減
額
認
定
証
）
の
有
効
期
限

は
、７
月
31
日（
火
）ま
で
で
す
。

　
減
額
認
定
証
を
す
で
に
持
っ

て
い
る
人
で
、
平
成
24
年
度
の

市
町
村
民
税
が
非
課
税
世
帯
の

人
に
は
、
８
月
１
日
か
ら
の
新

し
い
減
額
認
定
証
を
被
保
険
者

証
と
は
別
に
、
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

　
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税

非
課
税
で
あ
る
人
が
、
入
院

か
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け

る
際
に
減
額
認
定
証
を
医
療

機
関
窓
口
に
提
示
す
る
と
、

医
療
費
の
自
己
負
担
は
限
度

額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の

食
費
や
居
住
費
の
負
担
も
減

額
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
減
額
認
定

証
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合

は
、
国
保
医
療
課
（
５
番
）

窓
口
で
の
申
請
手
続
き
が
必

要
で
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　
被
保
険
者
証
、
印
鑑

＊
そ
の
他
、
平
成
24
年
度
非

課
税
証
明
書
や
入
院
期
間

を
確
認
で
き
る
も
の
が
必

要
に
な
る
場
合
あ
り

減
額
認
定
証
と
は

？

8月から

新
し
い
保
険
証
は
み
ず
色
で
す
。
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コンポスト
  使ってま～す

コンポスト
　  使ってま～す

わたしたち

　市では、生ごみの減量を推進するため、家庭用の生ごみ処理機器を購入した人
に購入費の一部を補助していますが、使い始めてみたものの「虫がわいた」「面
倒くさい」という理由でやめてしまう人もいます。せっかく購入した生ごみ処理
機器を家庭で眠らせるのは「もったいない」！　そこで、上手に使っている人を
紹介します。今回は、池田（池野地区）在住の大谷光男・純子夫妻です。

■問い合わせ先　生活環境課　☎（36）１４２１
　
　６年ぐらい前から設置型コンポストを使ってい
ます。堆肥化はごみを減らそうという気持ちから
始めました。以前は、発泡スチロールに基材を入
れて堆肥化していましたが、市からの補助金があ
ることを知り、設置型コンポストを購入しました。
　最初は水分調整がうまくいかず、虫がわいたこ
ともありました。水分が多いと虫がわくので、生
ごみの水を切って入れ、枯れ草や土をかぶせてい
ます。天気の良い日中は、コンポストのフタを開
けて乾燥させることもあります。フタを開けておくと最初は虫がわきますが、放っ
ておくと虫も減ってきます。
　コンポストの中がいっぱいになったら、しばらく置いてから土を入れて、スコッ
プで隙間を作ってコンポストを動かします。その後は、動物よけにビニールを被
せて１カ月間ぐらい熟成させます。
　コンポストは２基に生ごみを入れ、１基は落ち葉や草木専用に使っています。
貝殻以外の生ごみはほとんどコンポストに入れているので、ごみを出す回数も４
人家族で月に２～３回程度です。堆肥を畑にまくと、食べたあとの種が発芽し、
カボチャやメロンがなったことも。生ごみが循環しているのを実感できます。

設置型コンポストを
使用している大谷夫妻

▽
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ

グ
を
持
参
し
ま
し
ょ
う

　
買
い
物
時
に
も
ら
う
レ

ジ
袋
は
、
環
境
省
に
よ
る

と
国
内
で
年
間
約
３
０
０

億
枚
、国
民
１
人
当
た
り
、

年
間
２
６
０
～
３
０
０
枚

も
使
っ
て
い
る
計
算
に
な

り
ま
す
。
市
内
の
一
部
の

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
、
レ

ジ
袋
を
辞
退
し
た
場
合
は

２
円
引
き
な
ど
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。

区分 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度
比較

（23年度
－22年度）

人口（人） 94,990 94,963 94,900 95,053 95,578 525

ごみ総排出量（ｔ） 35,307 33,389 32,645 32,062 32,502 440

家庭系燃やすごみ 18,097 17,750 17,498 17,264 17,269 5

分別収集ごみ 3,790 3,475 3,329 3,311 3,298 ▲13

粗大ごみ 123 110 97 100 100 0

不法投棄ごみ 38 42 41 31 35 4

事業系ごみ 8,700 7,875 7,524 7,314 7,660 346

自己搬入ごみ 1,385 1,255 1,537 1,553 1,671 118

資源集団回収 3,174 2,882 2,619 2,489 2,469 ▲20

17,000

17,500

18,000

18,500

400

450

500

550
（t） （g／日）

20年度19年度 21年度 22年度 23年度

521
512

505
498 49418,097

17,750

17,498

17,264 17,269

家庭系燃やすごみ

１人当たり排出量

■問い合わせ先　生活環境課　☎（36）１４２１

みんなでごみ減量に取り組もう
　市のごみ総排出量は、市民、事
業所のみなさんの協力で減少して
いましたが、平成23年度は前年度
より増加しています。今後も、資
源化できるものは分別に出すなど、
ごみ減量に協力をお願いします。

▽
資
源
化
で
き
る
も
の
は

分
別
し
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
、
18
種
類
の
分
別
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の

分
別
収
集
で
出
す
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
地
域
の
資
源
集
団
回

収
で
出
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
資
源
集
団
回
収
が
な
い

場
合
は
、
北
側
と
西
側
資
源
物

受
入
施
設
で
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
雑
誌
や
新
聞
紙
、
び
ん
や
缶

な
ど
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き

る
も
の
は
、
燃
や
す
ご
み
で
は

な
く
資
源
物
と
し
て
出
し
ま

し
ょ
う
。

▽
生
ご
み
は堆

肥
化
し
ま
し
ょ
う

　
生
ご
み
の
減
量
を
推
進
す
る

た
め
、
各
コ
ミ
セ
ン
で
生
ご
み

処
理
機
器
各
種
の
使
用
方
法
を

紹
介
す
る
生
ご
み
堆
肥
化
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▽
生
ご
み
は
出
す
前
に

水
切
り
し
ま
し
ょ
う

　　
燃
や
す
ご
み
の
う
ち
、
約
40

パ
ー
セ
ン
ト
を
生
ご
み
が
占
め

て
い
ま
す
。

　
生
ご
み
の
約
80
パ
ー
セ
ン
ト

は
水
分
と
い
わ
れ
て
お
り
、
水

分
を
切
る
こ
と
で
ご
み
置
き
場

の
衛
生
美
化
の
保
持
と
ご
み
処

理
経
費
の
節
減
に
な
り
ま
す
。

希
望
者
に
は
、
生
活
環
境
課
窓

口
で
水
切
り
グ
ッ
ズ
（
数
に
限

り
あ
り
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
中
。

▽
「
こ
ね
っ
と
の
も
っ
た
い
な

い
コ
ー
ナ
ー
」
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

　
子
育
て
・
教
育
関
連
用
品
を

も
と
め
て
い
る
人
と
ゆ
ず
る
人

の
仲
介
を
無
料
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
も

の
で
も
欲
し
い
人
が
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
も
と
め
て
い
る

人
の
情
報
は
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
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万一に備えて計画停電
4 4 4 4

の準備を!

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

海岸を散歩しながら
ごみ拾いをしてみませんか

■問い合わせ　生活環境課　☎（36）１４２１

　海岸線清掃活動をする「クリーンアップむなかた」の５月まで
の清掃状況を紹介。
【５月】▽参加人数＝94人	 ▽収集量＝１２８袋
【累計】▽参加人数＝８,２０１人	 ▽収集量＝１万８,９５５袋
＊活動は、毎週日曜日9：00から約１時間（雨天中止）

【集合場所】釣川河口両側海岸

　宗像子育てネットワークこねっとが、「子育
て・教育関連用品」を「もとめている人」と無
料で「ゆずる人」の仲介をしています。
　6月30日現在、次の用品を「もとめている人」
がいます。

■利用方法　①住所②氏名③連絡先④用品名を明記して、宗像子育て
ネットワークこねっとへ次のいずれかの方法で申し込む

▽ハガキ（〒811−3437／久原180／メイトム宗像内）
▽メイトム宗像館内の受付ボックス
▽ FAX（36）３７４１　▽ メール	konet_munakata@yahoo.co.jp
＊「上記の用品をゆずる人」は、☎０８０（４３１７）２５２４での申込
可。ただし、毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の13：00〜16：30

こねっと
の

こねっと
の

も
っ
た
い

コ
ー
ナ
ー

な
い

●博多のびっこ幼稚園制服（男児100〜
110）●浄徳寺幼稚園制服・体操服・帽

子・トレーナー・スモック（男児100〜120）・冬服スカー
ト（女児120）●玄海ゆりの樹幼稚園夏制服・体操服（女児
110〜120）●赤間くるみ幼稚園半袖シャツ・スモック（女
児100〜120）●日の里幼稚園制服（女児110）●洋服（男
児100〜120）●夏用洋服（女児90〜100）●新生児用肌
着●水着（男児90）●抱っこひも●ベビーカー（新生児用）
●チャイルドシート●ハイローチェア●ジュニアシート●
バンボのイス●バウンサー●三輪車●ピアノ●剣道防具●
宗像高校黒革のかばん

　
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
協

働
化
提
案
制
度
で
、「
ゴ
ミ
問

題
を
考
え
る
住
民
の
連
合
会
・

宗
像
」
と
生
ご
み
堆
肥
化
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
、
生

ご
み
処
理
機
器
各
種
の
使
用
方

法
を
紹
介
す
る
「
本
講
座
」
と
、

実
践
後
の
疑
問
な
ど
に
答
え
る

「
フ
ォ
ロ
ー
講
座
」
で
す
。

　
す
で
に
実
践
し
て
い
る
人
も

受
講
可
能
で
す
。
本
講
座
を
受

講
す
る
と
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

（
年
間
１
世
帯
１
基
限
り
、フ
ォ

ロ
ー
講
座
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

し
）。
数
に
限
り
あ
り
。
ど
こ

の
地
区
で
も
受
講
可
能
。
日
程

な
ど
は
随
時
、
市
広
報
紙
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
と

は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
中
に
も

み
殻
く
ん
炭
と
コ
コ
ナ
ツ
ピ
ー

ト
を
入
れ
微
生
物
の
力
で
生
ご

み
を
分
解
し
、
堆
肥
化
す
る
も

の
で
す
。

＊
受
講
は
各
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
事
前
申
込
が

必
要
で
す

＊
各
講
座
に
定
員

あ
り

＊
で
き
た
堆
肥
を

使
わ
な
い
場
合

は
、
生
活
環
境
課
窓
口
で
引

き
取
り
ま
す

ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

本
講
座
受
講
者
に
は

本
講
座
受
講
者
に
は

生ごみ
堆肥化講座

（表１）　【８月の講座】　＊要事前申込（コミセンは月曜日休み）

日　程 時間 場所・申込先

本講座

８月 ２日（木）
10:00〜11:30

自由ヶ丘コミセン ☎（32）5594

８月21日（火） 池野コミセン ☎（62）2003

８月22日（水） 18：00〜19：30 市役所
103Ａ会議室

生活環境課
☎（36）1421

８月24日(金) 13:30〜15:00 吉武コミセン ☎（32）5904

８月28日(火)
10:00〜11:30

河東コミュニティ ☎（35）1837

８月31日(金) 赤間コミセン ☎（39）7051

フォロー
講座 ８月 ８日(水) 10:00〜11:30 赤間西コミセン ☎（38）9506

（表２）　ダンボールコンポスト販売場所

吉武コミセン 赤間西コミセン 自由ヶ丘コミセン

南郷コミセン 東郷コミセン 日の里コミセン

玄海コミセン 池野コミセン 岬コミセン

赤間コミセン 市役所内福祉売店ハートループ

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
生
活
環
境
課
　

�

☎
（
36
）
１
４
２
１ できた堆肥で育てた金魚草

＊詳しくは、広報紙と一緒に配布しているチラシを見てください

■計画停電の問い合わせ先
九州電力
▽コールセンター　　 ０１２０（９８６）２０３
▽臨時受付センター　 ０１２０（１８７）３３３
　　　　　　　　　　（月〜金曜日9:00〜18:00）
▽携帯電話版ＨＰ＝http://kyuden.jp/
▽パソコン版ＨＰ＝http://www.kyuden.co.jp/

●家庭で医療・介護機器などを使用している人へ
　　家庭で、在宅酸素、たんの吸引、電動ベッドなどの医療・介

護機器を使用している人は、事前にかかりつけ医や医療機関な
どに相談してください。

　　また、停電中はエアコンや扇風機が使用できませんので、熱
中症などの健康被害を防ぐためにも、こまめな水分補給をして
ください。特に、高齢者や病気療養中の人は注意してください

　７月２日（月）〜９月７日（金）に、計画停電が実施される場合があります。
　九州電力から各家庭に、万が一の備えとしての「計画停電に関するお
知らせ」が送付されますので、必ず確認してください。
　計画停電が実施される際は、テレビ、ラジオなどで発表されます。
 ■問い合わせ先　自然環境課　☎（36）１１３０



ご相談ください資生堂化粧品専門店

TEL・FAX 36-0254
ビューティーショップ愛 宗像市日の里1-11-3（東郷駅日の里側）

◎定休日 /日曜日・祝日（10:00～20:00）

ビューティーショップ愛へ

資生堂チェインストア エステティックサロン

J
R
東
郷
駅

西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行

高層アパート
日の里

ビューティー
ショップ

愛

お肌は夏を過ごすと４才老けるんですョ！

ベネフィーク、クレ・ド・ポーボーテ、シネルジック、グラナス、イン＆オン、キオラ、ディープログラム、シノアドア、
シセイドウメン、キリョウ、美容食品、マキアージュ、エリクシール、ディシラ化粧品、資生堂パーラー（お菓子） etc.

夏の老け肌を回復するには美白エッセンスが
効果的です。美白エッセンス4,800円（税抜き）～etc. 

小型船舶免許  更新・失効  講習

入枝海事事務所   （０９９）２８１－７７５３

更新：￥9000  失効：￥15000
◎ 操縦免許証 ◎認印
△ 変更がある場合は住民票

８月４日（土）14:30 ～（受付　14:00～）
宗像ユリックス  （随時開催しています！！）
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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

　あなたの不思議に思うことや興味のあることを調べ、リポートにまとめてみませんか。
テーマは自由です。図書館の本やインターネットで調べたり質問したり、実験や観察な
ど、さまざまな方法で調べた手順と分かったことを教えてください。写真やイラストを
使ってあなただけの作品を作りましょう。
　また宗像ユリックス図書館では、７月21日（土）〜９月２日（日）の間、昨年度の受賞作品 

（複製）を展示します。

　このコンクールは、子どもたちが「自ら考え、
課題を解決する力を養うこと」を目的としてい
ます。保護者や地域のみなさんの協力が必要で
す。質問などへの対応をお願いします。
＊詳しい応募の決まりは、各学校、市民図書館
で配布しているチラシを見てください

■問い合わせ先　
　図書課学校図書館係　☎（34）２２６４

＊宗像ユリックス図書館では、７月21日（土）、
同27日（金）、８月23日（木）、同26日（日）にコンクールの疑問に答える「なんでも相
談室」を開催。詳しくは市民図書館☎（37）１３２１へ問い合わせを

●部　　門　小学生の部、中学生の部
●対　　象　市内の小・中学生
●応募作品　市民図書館、学校図書館、インターネット、実験、実際の調査など
　　　　　　を活用し、どのように調べたか、また、何が分かったかをまとめた、
　　　　　　応募者本人の創作で未発表の作品（図書館の本は必ず使用）
●応募方法　通学する学校に作品を提出し、学校で取りまとめて図書課に提出
●募集期間　９月18日（火）〜10月９日（火）
●表　　彰　市長賞、教育委員長賞、教育長賞、優秀賞、特別賞（郷土がテーマ
　　　　　　で優れた作品）を予定
●表 彰 式　11月３日（土・祝）に開催される「子どもまつり」で実施
　　　　　　（応募作品の展示も実施）
＊受賞作品は、全国コンクールに応募予定

越
寺
庭
園
、
観
自

在
王
院
跡
、
金
鶏

山
、
柳
之
御
所
遺

跡
を
選
定
。
そ
し

て
、
平
成
23
年
の

イ
コ
モ
ス
の
勧
告

や
世
界
遺
産
委
員

会
で
「
記
載
」
と

い
う
結
果
と
な

り
、
世
界
遺
産
登

録
を
果
た
し
ま
し

た
。

　
そ
れ
で
も
な

お
、
柳
之
御
所
遺

跡
は
浄
土
思
想
と

の
関
係
が
乏
し
い
と
い
う
こ
と

で
構
成
資
産
か
ら
除
外
さ
れ
、

課
題
の
残
る
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
本
年
度
、「
宗
像
・
沖
ノ
島

と
関
連
遺
産
群
」
は
、
構
成
資

産
を
決
定
し
ま
す
。
国
内
の
専

門
家
会
議
の
議
論
を
踏
ま
え
て

構
成
資
産
を
選
定
し
、
推
薦
書

に
盛
り
込
ん
で
ユ
ネ
ス
コ
世
界

遺
産
委
員
会
へ
提
出
し
ま
す
。

そ
の
後
、
イ
コ
モ
ス
の
視
察
や

勧
告
、
最
終
的
な
世
界
遺
産
委

員
会
で
の
議
論
を
経
て
、
世
界

遺
産
登
録
の
可
否
が
決
ま
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

　（
海
の
道
む
な
か
た
館
内
）

☎
（
62
）
２
６
１
７

も
、
鉱
山
遺
跡
だ
け
で
は
登
録

が
難
し
い
と
指
摘
さ
れ
、
鉱
石

を
運
ぶ
道
と
船
に
積
み
込
む
た

め
の
港
を
拡
張
し
て
構
成
資
産

と
し
ま
し
た
。

　
推
薦
書
提
出
後
、
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
の
依
頼
を
受
け
た
イ

コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会

議
）
が
現
地
視
察
と
勧
告
を
出

し
、「
登
録
延
期
」
と
な
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
世
界
遺
産
委
員
会

学びの里

第７回 宗像市図書館を使った

調べる学習
コンクールの
　　作品募集

　「
平
泉
・
仏
国
土
（
浄
土
）

を
表
す
庭
園
・
建
築
及
び
考
古

遺
跡
群
」
は
昨
年
、
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
13

年
に
暫
定
リ
ス
ト
記
載
を
受
け

て
か
ら
、
10
年
を
費
や
し
ま
し

た
が
、
長
く
厳
し
い
道
の
り

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
世
界
遺
産
登
録
が
厳
し
い
と

言
わ
れ
始
め
た
の
は
、
石
見
銀

山
が
登
録
さ
れ
た
平
成
19
年
ご

ろ
か
ら
で
し
た
。
石
見
銀
山
で

ふるさとから
世界遺産を!

連
遺
産
群

連
遺
産
群

連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関
連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関

第43回

長
く
厳
し
か
っ
た
道
の
り

平
泉
の
世
界
遺
産
登
録

で
は
、
自
然
破
壊
を
伴
わ
ず
、

自
然
を
保
護
し
な
が
ら
鉱
山
を

営
ん
だ
遺
産
は
世
界
に
類
を
見

な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
登
録
」

と
な
り
ま
し
た
。

　
平
泉
も
こ
れ
を
受
け
て
、
庭

園
や
金
色
堂
だ
け
で
な
く
、
平

泉
文
化
を
象
徴
す
る
も
の
に
構

成
資
産
を
拡
張
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
奥
州
藤
原
氏
の
政
務

の
場
で
あ
っ
た
柳
之
御
所
遺
跡

や
、
前
九
年
合
戦
で
破
れ
た
奥

州
藤
原
氏
の
祖
先
で
あ
る
安
倍

氏
が
建
立
し
た
寺
院
、
初
代
清

衡
の
時
に
中
尊
寺
の
寺
領
と
し

て
開
発
し
た
骨
寺
荘
園
跡
な
ど

を
構
成
資
産
に
選
び
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
20
年
の
世
界

遺
産
委
員
会
で
は
、
価
値
の
中

心
と
な
る
浄
土
思
想
と
荘
園
や

寺
院
と
の
関
係
が
う
ま
く
説
明

で
き
て
い
な
い
と
い
う
理
由
か

ら
残
念
な
が
ら
「
登
録
延
期
」

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
構
成
資
産
は
、
浄

土
思
想
を
表
す
資
産
と
し
て
絞

り
込
み
、
中
尊
寺
金
色
堂
、
毛

安倍氏の一族によって建立された寺院跡

昨年の表彰式

　
昔
は
多
く
の
家
庭
で
お
じ
い

さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
が
一
緒
に

暮
ら
し
て
い
て
、
経
験
で
得
た

知
識
を
孫
た
ち
に
教
育
し
た
も

の
で
す
。
祖
父
母
の
し
つ
け
を

受
け
た
子
ど
も
は
、
親
孝
行
で

礼
儀
正
し
い
大
人
に
成
長
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
美
し
い
伝
統

を
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
、
語

り
部
の
お
ば
あ
さ
ん
が
幼
稚
園

や
児
童
館
を
訪
ね
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
文
化
体
育
観
光
部

が
２
０
０
９
年
か
ら
始
め
た

「
語
り
部
ハ
ル
モ
ニ
（
お
ば
あ

さ
ん
）
事
業
」
で
、
生
活
の
中

で
起
き
た
「
い
い
話
」
を
教
材

と
し
て
構
成
し
、
子
ど
も
た
ち

に
聞
か
せ
る
取
り
組
み
で
す
。

　
語
り
部
お
ば
あ
さ
ん
の
１

人
、イ
ム
・
ヘ
オ
ク
さ
ん
は「
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
た
め
に

な
る
内
容
を
少
し
で
も
お
も
し

ろ
く
伝
え
よ
う
と
何
日
も
練
習

し
ま
す
。大
変
と
い
う
よ
り
は
、

話
を
聞
い
て
明
る
く
笑
う
子
ど

も
た
ち
の
姿
に
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

（
金
海
市
広
報
紙
２
０
１
２
年

５
月
２
日
発
行
分
）

＊
こ
の
原
稿
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
協
働
化
提
案
制
度
と
し

て
、
平
成
20
年
度
か
ら
「
パ

ラ
ム
む
な
か
た
」
が
翻
訳
し

て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
　

秘
書
課
秘
書
係
　

☎
（
36
）
０
８
９
０

　毎月15日号で、市と姉妹都市の締結をしている
韓国・金海（キメ）市の広報紙を紹介しています。

園児を前に熱がこもる語り部ハルモ二

語り部のおばあさん活躍
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学びの里

第16回

日
本
海
沿
岸
海
女
発
祥
の
地

鐘
崎
の
海
女

　
鐘
崎
の
海
女
（
あ
ま
）
に

つ
い
て
、
江
戸
時
代
の
学
者

で
あ
る
貝
原
益
軒
（
か
い
ば

ら
え
き
け
ん
）
は
「
筑
前
国

続
風
土
記
」
の
中
で
、「
糸

島
か
ら
芦
屋
ま
で
の
漁
村
の

う
ち
、
鐘
崎
、
大
島
、
波
津

（
は
つ
）、志
賀
島
の
村
で
は
、

女
の
人
が
海
女
と
し
て
働
い

て
い
る
。
特
に
、
鐘
崎
の
海

女
は
漁
が
上
手
で
あ
る
」
と

書
い
て
い
ま
す
。

　
鐘
崎
は
、
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ

エ
が
生
息
す
る
漁
場
が
狭

か
っ
た
た
め
、
鐘
崎
の
海
女

は
良
い
漁
場
を
求
め
て
出
稼

ぎ
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
や
が
て
、
海
女
の
中
に

　
海
女
は「
ジ
ョ
ウ
ア
マ（
上

海
女
）」
と
「
ガ
タ
ア
マ
（
潟

海
女
）」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
ジ
ョ
ウ
ア
マ
は
沖
に
出
て

漁
を
す
る
た
め
、
深
く
潜
る

こ
と
が
で
き
、
ガ
タ
ア
マ
は

浅
い
磯
部
で
漁
を
し
ま
す
。

「
福
岡
県
史
」
に
あ
る
鐘
崎

の
民
俗
調
査
で
は
、
ジ
ョ
ウ

ア
マ
が
12
～
13
尋
（
ひ
ろ
）

　
海
の
道
む
な
か
た
館
で

は
、
福
岡
県
文
化
財
指
定
の

海
女
の
道
具
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
か
ら
今
回
、

ア
タ
マ
カ
ブ
リ
と
イ
ソ
ベ
コ

を
紹
介
し
ま
す
。

　
ア
タ
マ
カ
ブ
リ
は
頭
部
を

水
圧
か
ら
守
り
、
冷
え
な
い

よ
う
頭
に
か
ぶ
る
布
で
、
イ

ソ
ベ
コ
は
海
女
が
潜
る
時
に

つ
け
る
下
着
で
す
。

　
ア
タ
マ
カ
ブ
リ
に
は「
大
」

の
字
が
刺
し
ゅ
う
さ
れ
、
イ

ソ
ベ
コ
に
は
タ
コ
ノ
マ
ク
ラ

と
呼
ば
れ
る
ヒ
ト
デ
型
・
星

型
の
刺
し
ゅ
う
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
２
つ
の
刺
し
ゅ

う
は
、
魔
よ
け
の
た
め
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
鐘
崎
の
海
女
が
、
な
ぜ
こ

　
鐘
崎
の
海
女
は
、
江
戸
時

代
に
は
３
０
０
人
い
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
出
稼
ぎ
先

の
各
浦
で
海
女
漁
が
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
衰
退
し
、
大

正
６
年
に
２
０
０
人
に
減

り
、
昭
和
13
年
に
は
１
３
０

人
、
昭
和
26
年
に
29
人
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
戦
後
、
ウ
ェ
ッ
ト

ス
ー
ツ
の
普
及
で
女
性
よ
り

も
皮
下
脂
肪
が
少
な
い
男
性

（
18
～
19
メ
ー
ト
ル
）、
ガ
タ

ア
マ
が
4
～
5
尋
（
６
～
7

メ
ー
ト
ル
）
潜
っ
た
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
海
の
道
む
な

か
た
館
で
展
示
中
の
「
水
メ

ガ
ネ
入
れ
箱
」
の
ふ
た
に
も

12
尋
潜
っ
た
と
書
か
れ
て
い

て
、
来
館
し
た
人
に
12
尋
を

18
メ
ー
ト
ル
と
説
明
す
る
と

非
常
に
驚
か
れ
ま
す
。

の
形
を
魔
よ
け
と
し
た
の
か

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ

り
、定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
大
」
の
字
の
魔
よ
け
の
事

例
に
は
、
お
宮
参
り
で
子
ど

も
の
額
に
「
大
」
や
「
×
」

を
鍋
墨
で
書
く
ア
ヤ
ツ
コ

と
い
う
魔
よ
け

の
風
習
が
あ
り

ま
す
。
調
べ
て

み
る
と
、「
大
」

や
「
×
」
は
２

つ
の
異
な
る
世

界
が
交
わ
る
こ

と
を
意
味
し
、

転
じ
て
魔
よ
け

と
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
ア

が
素
潜
り
漁
を
し
や
す
く

な
っ
た
こ
と
が
、
海
女
の
数

が
減
っ
た
要
因
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
現
在
は
わ
ず
か

２
人
だ
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。

タ
マ
カ
ブ
リ
の
「
大
」
の
字

も
こ
の
よ
う
な
魔
よ
け
の
意

味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
星
型
の
魔
よ
け
の
事
例

は
、
西
洋
や
日
本
で
も
呪
術

（
じ
ゅ
じ
ゅ
つ
）
的
な
意
味

を
持
つ
五
芒
星
（
ご
ぼ
う
せ

い
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
西

洋
で
は
魔
術
の
印
と
し
て
使

わ
れ
、
日
本
で
は
陰
陽
道
の

呪
符
（
じ
ゅ
ふ
）
と
し
て
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
鳥
羽
・

志
摩
（
三
重
県
）
の
海
女
の

磯
テ
ヌ
グ
イ
と
い
う
道
具
に

は
、「
セ
ー
マ
ン
」
と
呼
ば

れ
る
星
型
が
魔
よ
け
と
し
て

刺
し
ゅ
う
さ
れ
て
い
ま
す
。

セ
ー
マ
ン
は
、
平
安
時
代
の

陰
陽
師
（
お
ん
み
ょ
う
じ
）

の
安
倍
晴
明
（
あ
べ
の
せ
い

め
い
）
の
名
前
が
由
来
し
て

い
る
と
い
わ
れ
、
晴
明
の
紋

も
星
型
で
す
。イ
ソ
ベ
コ
に
、

な
ぜ
魔
よ
け
と
し
て
星
型
が

つ
け
ら
れ
た
の
か
、
謎
が
深

ま
り
ま
す
。

（
文
化
財
職
員
・
氏
原
知
行
）

■
問
い
合
わ
せ
先
　
　
　

　
郷
土
文
化
学
習
交
流
課

　（
海
の
道
む
な
か
た
館
内
）

☎
（
62
）
２
６
０
０

▲

イ
ソ
ベ
コ
（
福
岡
県
文
化
財
指
定
）

▲
ア
タ
マ
カ
ブ
リ
（
福
岡
県
文
化
財
指
定
）

優
れ
た
技
術
を
持
っ
た
海
女

江
戸
時
代
に
は
３
０
０
人

ジ
ョ
ウ
ア
マ
と
ガ
タ
ア
マ

海
女
の
道
具
に
見
る
魔
よ
け

は
鐘
崎
に
帰
ら
ず
出
稼
ぎ
地

に
定
住
す
る
人
が
出
て
く
る

と
、
そ
の
定
住
地
で
優
れ
た

潜
水
技
術
を
教
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
海
女
の
出
稼
ぎ

や
移
住
の
こ
と
を
「
海
女
あ

る
き
」
と
呼
び
ま
す
。

　
こ
う
し
て
海
女
が
移
住
し

た
集
落
は
、
日
本
海
側
の
各

地
に
あ
り
、
東
は
石
川
県
輪

島
の
舳
倉
（
へ
ぐ
ら
）
島
、

西
は
壱
岐
や
対
馬
の
曲
（
ま

が
り
）、
五
島
列
島
ま
で
及

び
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
鐘

崎
は
「
日
本
海
沿
岸
の
海
女

発
祥
の
地
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
館
で
は
、「
海
女
」
を

テ
ー
マ
に
、
道
具
の
展
示
、

タ
レ
ン
ト
の
栗
之
助
さ
ん
と

鐘
崎
の
海
女
さ
ん
と
の
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。「
特
設
！
　
海
女
の
市
」

も
開
催
。
お
い
し
い
海
産
物

を
鐘
崎
漁
協
磯
部
会
が
漁
師

価
格
で
販
売
。「
磯
の
タ
ッ

チ
プ
ー
ル
」
も
設
置
。

●
日
程
　
７
月
16
日
（
月
・

祝
）

＊
海
女
の
市
は
午
前
９
時
か

ら
売
り
切
れ
次
第
終
了

＊
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
は
午
前

10
時
～
同
11
時
30
分

●
場
所
　
海
の
道
む
な
か
た

館 海
女
の
郷
ま
つ
り
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学びの里

むなかたプレーパーク
開催日時　毎月第４土曜日　10:00～15:00
開催場所　メイトム宗像　中庭奥、八所宮など
対　　象　乳幼児～高齢者
問い合わせ先　藤原浩美　☎（37）0262

自然、廃材、食材などを使って、子どもが自分の
責任で自由に遊ぶ冒険遊び場です。子ども目線
で一緒に遊んだり、困った時に相談に乗れる大
人もいます。ブログ「遊ぶ＝生きる」で活動内容
や情報を発信中です。

河東西小学校児童との
交流会

開催日時　不定期（年間40回程度開催）
開催場所　河東西小
対　　象　河東西小児童
問い合わせ先　島崎康三　☎（32）7734

「地域を愛する子どもたちを育む教育」を目指
し、河東西小が開校して14年が経過しました。
地域と学校の交流として、６年生がひとり暮ら
しの高齢者宅への訪問活動を実施し、たいへ
ん好評を得ています。

親子遊びや陶芸を通し、子どもと親の積極的
な参画で、共に汗する喜びと、子どもの能力
を再発見し、積極的で活発に遊べる子どもの
育成を目標にしています。

わくわく広場
開催日時　毎月第２・４土曜日　
　　　　　13:00～16:00
開催場所　日の里東小・わくわくホール
対　　象　日の里地区の小学生、保護者他
問い合わせ先　衛藤蔦子　☎（36）0027

子どもたちに休日、地域での遊び場や居場所を提
供したいとの思いで日の里地区民生委員児童委
員協議会で立ち上げました。手遊びや手芸、トラ
ンプ、オセロ、ペタンクなど楽しく子どもたちとの
交流を深めています。

地域子ども教室
開催日時　毎月第１土曜日　10:00～12:00
開催場所　赤間コミセン
対　　象　市内年長児～小学生
問い合わせ先　ガールスカウト
　　　　　古賀黎子　☎（33）2106

「コミュニティ・センターが子どもの居場所に
なったらいいな」という思いで始めました。現
在、遊びの中で大縄跳びが１番人気。最初は
なかなかできなかった子どもが、何度も挑戦し
跳べるようになったときの表情はすてきです。

あそびの楽校
（親子陶芸教室）

開催日時　毎月第３土曜日　9:30～12:00
開催場所　赤間公民館
対　　象　赤間小校区に住む３歳以上
問い合わせ先　藤崎克生　☎（33）1964

陶芸や親子のふれあいを通し、子どもと親が
共に汗する喜びと、子どもの能力を再発見。
積極的で活発に遊べる子どもの育成を目標に
しています。

日の里ママさん
バスケットボールチーム

開催日時　毎週木曜日　19:30～21:30
開催場所　日の里中
対　　象　中学生以上（男女問わず）
問い合わせ先　阿久根文子　☎（37）1924

中・高生から大人まで、年齢、性別、経験の
有無に関係なくバスケットボールを楽しめる居
場所づくりをしています。有り余ったエネル
ギーをスポーツで楽しく発散しませんか。参加
希望の人は必ず事前に連絡してください。

田久わんぱくアンビシャス広場
実行委員会

開催日時　毎週月～金曜日　15:00～17:30
　　　　　毎週土　曜　日　　9:30～11:30
　　　　　▽第1・3土曜日＝将棋教室
　　　　　▽第2・4土曜日＝パソコン教室
開催場所　アンビシャス広場、田久公民館
対　　象　田久区に住む小・中学生
問い合わせ先　田中治（会長）　☎（32）1627
　　　　　小渕ともみ（子ども会）　☎（32）4307

田久にアンビシャス広場を設置し、子どもたち
に開放しています。野球やドッジボール、将棋
やトランプの他にも、四季折々の体験活動や世
代間交流を実施しています。豊かな人間性を持
つ子どもの育成を目指して取り組んでいます。

河東小学校
「あそびの達人教室」

開催日時　毎月第１・４土曜日　
　　　　　9:00～12:00
開催場所　河東小
対　　象　河東小児童と未就学児の弟妹
問い合わせ先　佐藤和彦　☎（35）2558
　　　　　山本武男　☎（35）3821

子どもたちが週末に、安全･安心に活動できる居場
所を提供。「遊びを通じて異年齢と交流し、地元の
多くの自然に触れてほしい」との思いから、発足し
て８年目になります。「おやじの会」のメンバーを
中心に、保護者の応援で頑張って活動しています。

　市では、子どもたちが放課後や休日にさまざま
な体験や地域住民との交流ができる「子どもの
居場所づくり事業」を推進しています。今回は、
市との情報交換会に参加している団体の事業を
紹介します。
＊開催日時は変更になる場合があります

　　　　　　　■問い合わせ先
　　　　　　　　子ども育成課　☎（36）１２１４

　　みんなで
一緒に遊ぼう
　　みんなで
一緒に遊ぼう
子どもの居場所づくりに
取り組む団体を一部紹介



好評 
発売中！ 
好評 
発売中！ 

広告主を募集 広告主を募集 広告主を募集 広告主を募集 広報紙とホームページ 
　市では、平成18年10月から市の広報紙とホームページに有料広告を掲載してい 
ます。あなたも広告を出してみませんか。 

◎広告の規格と掲載料（このほかにも 1/3 ページ、1/2 ページ、１ページの規格があります）
規格 
１号 
  広告 

縦  5.9㎝ 
横  12㎝ 

1枠当たり 
20,000円 白黒1色 

白黒1色 1枠当たり 
36,000円 

縦  5.9㎝ 
横  24㎝ 

２号 
  広告 

広告の大きさ 料金（1枠1号につき） 色数 

規　格 料金（1枠1カ月につき） 

＊1年間に12号以上掲載を希望する場合は10％、6号以上掲載
を希望する場合は5％を掲載料から割り引き

◎締め切りは掲載希望号の2カ月前

　市では今後、印刷物などに
も有料広告を掲載し、歳入
の確保に努めていく予定で
す。みなさまの理解と協力
をお願いします。

天地　縦　　50ピクセル
左右　横　 160ピクセル
データ容量　20キロバイト以内
形式　Jpeg、Gif形式、Flash形式のい

ずれかでALT属性テキストデー
タ、全角20文字以下

トップページ 
15,000円 

 
トップページ外 
10,000円 

広 

報 

紙

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ ■問い合わせ先

　秘書課広報・報道係　☎（36）1055
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消費生活

でばんビちゃん

平成23年度消費生活センターへの相談1,337件

２年連続
件数増加

怪
し
い
投
資
話
や
も
う
け
話
で

高
齢
者
が
高
額
な
被
害
に

【表２】年代別相談内容

年代 件数 １　位 ２　位 ３　位

20歳
未満 37 インターネット有料サイト（22） 自動車（２） 化粧品セット（１）

不動産貸借（１）他

20歳代 107 インターネット有料サイト（28） エステサービス（８） 携帯電話サービス（７）
不動産貸借（７）

30歳代 187 インターネット有料サイト（35） フリーローン・サラ金（22) 不動産貸借（13)

40歳代 158 インターネット有料サイト（21） フリーローン・サラ金（15） インターネット接続回線（８）

50歳代 178 フリーローン・サラ金（14） インターネット有料サイト（９） 新聞（７）

60歳代 279 インターネット有料サイト（24） 屋根等修理サービス（12） 工事・建築（11）

70歳代 185 屋根等修理サービス（９）
商品券等（９） 浄水器（８）

新聞（６）
工事・建築（６）
給・排水管清掃（６）

80歳
以上 145 新聞（14） 商品券等（９）

給・排水管清掃（６）
屋根等修理サービス（６）
浄水器（６）

【表１】相談の多かった商品やサービス（上位５）

順位 件数 商品・サービス

１ 146 インターネット有料サイト

２ 79 フリーローン・サラ金

３ 57 商品一般（架空請求ハガキ・商品券
など）

４ 44 新聞

５ 42 不動産貸借

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
相
談
は

30
歳
代
が
最
多
で
し
た
が
、
60

歳
代
か
ら
の
相
談
が
急
増
し
ま

し
た
。

▼
事
例

　

パ
ソ
コ
ン
で
無
料
ア
ダ
ル
ト

サ
イ
ト
（
大
人
向
け
番
組
）
の

18
歳
以
上
の
年
齢
確
認
ボ
タ
ン

を
押
し
た
ら
突
然
有
料
登
録
と

な
り
、
請
求
画
面
が
消
え
な
い

▼
ア
ド
バ
イ
ス

　
料
金
の
確
認
画
面
が
な
く
、

突
然
登
録
と
な
っ
た
場
合
は
、

電
子
消
費
者
契
約
法
で
契
約
は

無
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
個
人

情
報
を
聞
き
出
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
問
い
合
わ
せ
は

禁
物
。
支
払
っ
て
も
画
面
は
消

え
ま
せ
ん
。
画
面
消
去
に
は
パ

ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ
ム
復
元
や
初

期
化
の
作
業
が
必
要
。
Ｉ
Ｐ
Ａ

（
独
）
情
報
処
理
推
進
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
参
考
に
な
り

ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
件
数
は
、
前
年
度
よ

り
46
件
増
加
し
、
１
３
３
７
件
。
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
が
４
年
連
続
で
ト
ッ
プ
を
占
め
、
東
日
本
大
震
災
関

連
や
高
齢
者
を
狙
っ
た
投
資
詐
欺
な
ど
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
法
律
で
商
品
券
の
利
用
停
止
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
、「
手

持
ち
の
商
品
券
は
大
丈
夫
か
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
や
、
社
会
問
題
と

な
っ
た
小
麦
成
分
を
含
む
せ
っ
け
ん
で
の
健
康
被
害
。
ま
た
、
団
塊
世

代
の
大
量
退
職
の
影
響
か
ら
、
60
歳
代
の
相
談
が
急
増
し
ま
し
た
。

請
求
画
面
が
消
え
な
い

中
高
年
も
巻
き
込
ま
れ
た

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
詐
欺

高
齢
者
に
多
い

�

新
聞
の
重
複
契
約
ト
ラ
ブ
ル

被
災
地
に
寄
付
？

善
意
に
つ
け
こ
み

�

貴
金
属
の
訪
問
買
い
取
り

高
齢
者
か
ら
の

�

光
回
線
の
解
約
相
談
急
増
！

　

強
引
な
電
話
勧
誘
も
要
因

買
い
取
り
業
者
が

�

登
場
す
る
投
資
詐
欺

高
齢
者
が
繰
り
返
し
被
害
に

住
宅
ロ
ー
ン
を
抱
え
、
リ
ス

ト
ラ
や
倒
産
な
ど
に
よ
る

�
生
活
困
窮
で
多
重
債
務
に

「
事
前
内
容
確
認
通
知
書
」

な
ど
の
名
義
で
届
い
た
架
空

請
求
ハ
ガ
キ

依
然
多
い

賃
貸
住
宅
退
去
時
の

敷
金
返
還
ト
ラ
ブ
ル

　
ヤ
ミ
金
融
の
執
拗
（
し
つ
よ

う
）
な
取
り
立
て
の
相
談
も
多

く
、
被
害
者
の
会
や
法
律
相
談

窓
口
へ
つ
な
げ
る
対
応
を
し
ま

し
た
。

　「
以
前
の
契
約
を
忘
れ
、
新

聞
が
重
複
し
て
困
っ
て
い
る
」

と
い
う
相
談
が
高
齢
者
か
ら
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
認
知
症

の
両
親
宅
に
あ
っ
た
景
品
か
ら

家
族
が
契
約
に
気
づ
い
て
相
談

に
訪
れ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
で
解
決
を
図
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
根
拠
の
な
い
振
り
込
め
詐
欺

で
あ
る
た
め
、
問
い
合
わ
せ
を

せ
ず
無
視
す
る
よ
う
助
言
し
ま

し
た
。

　「
国
土
交
通
省
の
原
状
回
復

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
基
づ
き
、

入
居
時
に
納
得
で
き
る
説
明
を

求
め
、
理
解
し
た
上
で
契
約
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
広
報
紙
な

ど
で
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▼
事
例

　「
被
災
地
で
不
足
し
て
い
る

医
療
機
器
を
作
る
た
め
に
不
要

な
貴
金
属
を
売
っ
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
、
強
引
に
指
輪
と
ブ

ロ
ー
チ
を
５
０
０
０
円
で
買
い

取
ら
れ
た

▼
ア
ド
バ
イ
ス

　
訪
問
で
の
買
い
取
り
は
、
規

制
す
る
法
律
が
な
く
被
害
が
広

が
り
ま
し
た
が
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
る
よ
う
に
法

律
（
特
定
商
取
引
法
）
が
改
正

さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
事
例

　
大
手
電
話
会
社
を
名
乗
り
、

光
回
線
に
し
な
い
か
と
い
う
勧

誘
電
話
が
何
度
も
か
か
っ
て
、

困
っ
て
い
る

▼
ア
ド
バ
イ
ス

　
電
気
通
信
契
約
の
場
合
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
な
く
、

▼
事
例

　「
原
発
事
故
で
石
炭
が
今
後

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
。
炭
田
の
採
掘
権

を
買
わ
な
い
か
？　

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
送
る
の
で
受
け
取
っ

て
ほ
し
い
」
と
電
話
が
あ
っ
た

が
、
信
用
で
き
る
か
？

い
っ
た
ん
減
少
し
て
い
た

点
検
商
法
が
急
増

　「
市
下
水
道
課
」
や
「
水
道

局
」
か
ら
の
点
検
と
勘
違
い
さ

せ
る
排
水
管
清
掃
や
浄
水
器
の

解
約
時
に
違
約
金
や
元
の
回
線

に
戻
す
工
事
費
用
を
請
求
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
他
社

よ
り
安
い
」「
電
話
代
が
安
く

な
る
」
な
ど
の
説
明
に
つ
ら
れ

て
即
決
せ
ず
、
慎
重
に
検
討
し

ま
し
ょ
う
。

▼
ア
ド
バ
イ
ス

　
販
売
業
者
や
買
い
取
り
業

者
な
ど
と
立
場
を
使
い
分
け
、

次
々
に
電
話
を
か
け
て
勧
誘

し
、
お
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺

の
手
口
で
す
。
こ
の
よ
う
な
電

話
が
か
か
っ
て
も
き
っ
ぱ
り
と

断
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
送
ら

れ
て
き
て
も
受
け
取
り
拒
否

し
、
一
切
関
わ
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

勧
誘
、「
近
所
で
工
事
中
だ
が

お
宅
の
瓦
が
ず
れ
て
い
る
」
と

訪
問
し
て
来
る
屋
根
修
理
工
事

の
勧
誘
な
ど
の
相
談
が
増
加

し
、
広
報
紙
な
ど
で
慎
重
な
対

応
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▼
ア
ド
バ
イ
ス

　
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場

合
、
法
律
で
決
め
ら
れ
た
契
約

書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日

以
内
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

葉
書
を
出
す
こ
と
で
無
条
件
に

契
約
解
除
が
で
き
ま
す
。
勧
誘

方
法
の
問
題
や
説
明
に
う
そ
が

あ
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
以
後
も

契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【表３】苦情金額と救済金額

苦情金額
５億7,258万8,101円

  内　多重債務相談（１億4,007万998円）

救済金額 9,635万8,635円
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の
パ
チ
ン
コ
で
ぎ
り
ぎ
り
の

生
活
を
送
っ
て
い
る
た
め
将

来
が
心
配
で
す
。
夫
は
日
ご

ろ
は
静
か
な
人
で
す
が
、
お

金
の
こ
と
で
け
ん
か
に
な

り
、
私
も
つ
い
子
ど
も
に
あ

た
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
何
と

か
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

何
か
ら
手
を
つ
け
て
い
い
か

分
か
り
ま
せ
ん
。

相
談
員
コ
メ
ン
ト

　
お
金
、
子
ど
も
、
夫
婦
関

係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

複
雑
に
絡
み
合
い
、
困
ら
れ

て
い
る
様
子
で
す
ね
。
子
育

て
で
多
忙
な
中
、
１
人
で
考

え
て
い
る
と
気
持
ち
も
沈
ん

で
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
複
雑

な
問
題
を
整
理
す
る
だ
け
で

も
、「
何
が
で
き
る
か
」「
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
」
な
ど
が

見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。
信

頼
で
き
る
人
に
話
を
聴
い
て

も
ら
う
の
も
、
気
持
ち
が
楽

に
な
っ
て
力
が
湧
い
て
き
ま

す
。

問い合わせ先
男女共同参画推進課

男女共同参画推進センター
「ゆい」

TEL（36）0048
FAX（36）0032

TEL（36）0250
FAX（36）0269

こ
こ
ろ
と
生
き
方
の
相
談
室

　
相
談
室
で
は
、
専
門
の
相

談
員
が
１
人
ひ
と
り
の
気
持

ち
を
大
切
に
受
け
止
め
、
問

題
解
決
に
向
け
て
支
援
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
ど
ん

な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
１

人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
個
人
情
報
や
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

　
２
つ
の
相
談
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。
も
し
あ
な
た
だ
っ

た
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
ど

う
し
ま
す
か
？
　
あ
な
た
自

身
の
問
題
と
し
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

事
例
①

　

会
社
員
の
夫
、
小
学
校
２

年
生
と
３
歳
の
２
人
の
子
ど

も
と
４
人
暮
ら
し
で
す
。
結

婚
前
か
ら
の
借
金
返
済
と
夫

事
例
②

　

夫
か
ら
の
暴
力
に
悩
ん
で

い
ま
す
。
外
で
は
温
厚
で
い

い
人
と
思
わ
れ
て
い
て
、
家

の
中
で
私
や
子
ど
も
に
対
し

て
暴
力
を
振
る
っ
て
い
る
な

ん
て
誰
も
信
じ
な
い
と
思
い

ま
す
。本
当
は
夫
と
離
婚
し
、

安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
の
で

す
が
、
現
実
に
は
無
理
だ
と

分
か
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

に
は
父
親
が
必
要
で
す
し
、

離
婚
す
る
と
経
済
的
に
も
困

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
独
り
立
ち
で
き
る

ま
で
、
こ
の
ま
ま
で
い
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
こ
の

先
、
夫
と
生
活
し
て
い
く
自

信
が
あ
り
ま
せ
ん
。

誰でも相談できます（相談無料）相談情報
相談事業名 場所 相談日 時間

①こころと生き方の相談
　（面接・電話相談）
　＊予約不要
　☎（36）１１５６
　メール kokoro@city.munakata.fukuoka.jp

市役所本館
１階・
相談室

（101会議室横）

毎週月～
金曜日

（祝日を除く）

13：00

～

17：00

②就業相談　＊２日前までに要予約
　就職に関する相談を受け付けます。職業
あっせんはしていません 男女共同参画

推進センター
「ゆい」

毎月
第３水曜日

10：00

～

12：00

③法律相談　＊要予約
　女性の弁護士が、離婚など女性を取り巻く
問題の相談を受け付けます

毎月
第３火曜日

13：00

～

16：00

②・③の予約は、男女共同参画推進センター「ゆい」☎（36）０２５０へ

♥
心
が
楽
に
な
り
ま
す

　「
人
か
ら
見
れ
ば
小
さ
な

こ
と
」
と
思
う
と
、
人
に
話

せ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

悩
み
を
話
し
て
も
分
か
っ
て

も
ら
え
な
い
と
、
孤
独
に
感

じ
る
も
の
で
す
。
充
実
し
た

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た

め
に
、
ど
ん
な
悩
み
で
も
思

い
を
共
有
し
て
く
れ
る
人
が

い
た
ら
、
安
心
感
が
生
ま
れ

ま
す
。

　「
こ
こ
ろ
と
生
き
方
の
相

談
室
」
は
じ
っ
く
り
話
を
聴

き
、
一
緒
に
考
え
て
い
く
所

で
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　
勇
気
を
持
っ
て
相
談
す
る

こ
と
で
、
第
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

平成23年度各種相談の内容と件数

こころと生き方の相談

法律相談

電話相談

０ ５ 10 15 20 25

０ ５ 10 15 20 25 30 35

０ ２ ４ ６ ８ 10 12 14 16

11

９

20

４

７

７

９

29

３

６

４

４

１

２

６

３

６

４

14

12

３

６

夫婦

家族・親族

対人関係・性格

子育て

仕事

恋愛

DV

その他

夫婦

離婚

DV

親子

金銭

相続

不動産

雇用・労働

交通事故

その他

DV

夫婦関係

経済問題

その他

　

４
月
か
ら
、
市
役
所
で
「
こ
こ
ろ
と

生
き
方
の
相
談
室
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｖ
や
セ
ク
ハ
ラ
、夫
婦
や
家
族
、

対
人
関
係
、
心
の
問
題
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

こころと生き方の相談室へ

一歩を踏み出せるようにあなたを応援します一歩を踏み出せるようにあなたを応援します

相
談
員
コ
メ
ン
ト

　
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
ろ

う
と
暴
力
は
許
さ
れ
な
い
行

為
で
す
か
ら
、
あ
な
た
は
悪

く
な
い
し
、
我
慢
す
る
必
要

も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で

孤
立
し
た
中
で
よ
く
頑
張
っ

て
来
ま
し
た
ね
。
で
も
、
こ

れ
か
ら
は
１
人
で
悩
ま
ず
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
県
や

市
で
は
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
守

る
た
め
の
法
律
に
基
づ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
実

施
し
て
い
ま
す
。「
ど
こ
に

行
け
ば
い
い
か
」「
何
か
ら
話

し
た
ら
い
い
か
」
不
安
を
感

じ
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ
な

た
に
不
要
な
負
担
が
か
か
ら

な
い
よ
う
、
関
係
機
関
と
協

力
し
な
が
ら
支
援
し
ま
す
。

＊
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
で
は
「
法
律
相
談
」

と
「
就
業
相
談
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

下
記
の
相
談
情
報
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い

携帯電話からの市 ＨＰアドレス　▽ｉモード（NTTドコモ）＝http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/i/index.html
▽EZweb（au）＝http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/e/index.html　▽Yahoo!ケータイ（SoftBank）＝http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/j/index.html
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日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31
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【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

▽
明
石
康
さ
ん

　
１
９
３
１
年
秋
田
県
生
ま

れ
。
１
９
５
４
年
東
京
大
学

卒
。
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
大
学

院
、
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
・
ス

ク
ー
ル
大
学
院
に
留
学
後
、

１
９
５
７
年
、
日
本
人
と
し

て
の
国
連
職
員
第
１
号
と
な

る
。
１
９
７
０
年
代
に
は
日

本
政
府
国
連
代
表
部
で
参
事

官
、
公
使
、
大
使
を
務
め

る
。
そ
の
後
国
連
の
広
報
担

当
事
務
次
長
、
軍
縮
担
当
事

務
次
長
を
歴
任
。
１
９
９
２

年
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機

構
（
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
の
国
連

事
務
総
長
特
別
代
表
、
１
９

９
４
年
か
ら
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ビ
ア
担
当
国
連
事
務
総
長
特

別
代
表
。１
９
９
７
年
12
月
、

人
道
問
題
担
当
事
務
次
長
を

最
後
に
退
官
。
１
９
９
９
年

２
月
ま
で
広
島
平
和
研
究
所

初
代
所
長
。
現
在
、
公
益
財

団
法
人
国
際
文
化
会
館
理
事

長
。

▽
川
口
淳
一
郎
さ
ん

　
宇
宙
工
学
者
、工
学
博
士
。

１
９
７
８
年
京
都
大
学
工
学

部
卒
業
後
、
東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究
科
航
空
学
専

攻
博
士
課
程
を
修
了
し
、
旧

文
部
省
宇
宙
科
学
研
究
所
に

助
手
と
し
て
着
任
、
２
０
０

０
年
に
教
授
に
就
任
。

　
２
０
０
７
年
４
月
か
ら
２

お知らせ

　
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ
を

メ
ー
ン
会
場
に
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
高
校
生
が
、
日
本

や
世
界
を
代
表
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
の

講
義
を
受
け
る
「
日
本
の
次

世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」。

今
夏
で
９
回
目
を
迎
え
る
当

塾
の
講
義
の
中
で
、
明
石
康

さ
ん
と
川
口
淳
一
郎
さ
ん
の

講
義
を
特
別
公
開
し
ま
す
。

●
日
程
／
演
題
／
講
師

①
７
月
31
日
（
火
）
／
「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
舞
台
に
必
要

な
力
」／
明
石
康
さ
ん（
元

国
連
事
務
次
長
・
公
益
財

団
法
人
国
際
文
化
会
館
理

事
長
）

②
８
月
１
日
（
水
）
／
「『
は

や
ぶ
さ
』
が
挑
ん
だ
人
類

初
の
往
復
の
宇
宙
飛
行
、

そ
の
７
年
間
の
歩
み
」
／

川
口
淳
一
郎
さ
ん
（
独
立

行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
シ
ニ
ア
フ
ェ

ロ
ー
、
宇
宙
科
学
研
究
所

宇
宙
飛
翔
工
学
研
究
系
教

授
）

＊
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分

～
同
３
時（
20
分
前
開
場
）

●
場
所
　
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

リ
ー
ナ
・
松
本
安
市
記
念

道
場
（
吉
留
）

●
募
集
定
員
　
①
②
と
も
先

着
30
人
（
高
校
生
以
上
） 

■
申
込
方
法
　
７
月
23

日
（
月
）
午
前
９
時
か

ら
、
市
民
活
動
交
流
室
☎

（
36
）
０
３
１
１
へ
電
話

で
申
し
込
む

　大島の七夕祭りは鎌倉時代から続く歴史があり、有名な七夕伝説にちなんだ言
い伝えも残っています。宗像大社中津宮の境内横には「天の川」が流れ、川の両
岸には「牽牛（けんぎゅう）」と「織女」が祭られた神社があり、毎年８月７日
に「むなかた大島七夕祭り」を開催しています。
　今年も島民手作りによる竹灯籠（とうろう）で、中津宮周辺を鮮やかに彩りま
す。緑地広場では、大島の小・中学生による合唱の他、市民参加型ミュージカル
「むなかた三女神姫」の公演、ジャグリングなどのパフォーマンスも披露。
　19時50分からは中津宮境内に会場を移し、七夕祭り神事の後、鳥居の周りで
参列者のみなさんで踊りを奉納する予定です。会場で夜店の出店もあり。
●主催　元気な島づくり事業推進協議会
●日時　８月７日（火）18：00～21：00
＊雨天中止

＊当日は21：30大島発（22：00神湊着）の

　臨時船（有料）を運航

●場所　中津宮前大島港緑地広場、
　　　　中津宮境内
●むなかた大島七夕祭・スケジュール
▽18：00～19：40　ステージイベント
　（大島小学校児童合唱、三女神記、ジャグリング、大島特産品の抽選会）
▽19：50～　七夕祭り神事
▽20：20～　七夕踊り
▽20：50～　レーザーショー
▽21：00　終了（予定）
▽21：30　渡船臨時便・大島港発
� ■問い合わせ先　大島観光案内所　☎（72）２２２６

宗像大島七夕祭り

第
９
回 

日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾

公
開
講
座
の聴講

生
を
募
集

０
１
１
年
９
月
ま
で
、
月
惑

星
探
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
グ
ル
ー

プ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク

タ
（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
／
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
）、
１
９
９
６
年
か
ら
２

０
１
１
年
９
月
ま
で
、「
は

や
ぶ
さ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
。

　
現
在
、
独
立
行
政
法
人

宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
宇
宙
科
学
研
究

所
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ
／
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
）
宇
宙
飛
翔

工
学
研
究
系
教
授
、

２
０
１
１
年
８
月

か
ら
、
シ
ニ
ア
フ
ェ

ロ
ー
を
務
め
て
い

る
。

　
ハ
レ
ー
彗
星
（
す

い
せ
い
）探
査
機「
さ

き
が
け
」、
工
学
実

験
衛
星
「
ひ
て
ん
」、

火
星
探
査
機
「
の
ぞ

み
」
な
ど
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

携
わ
り
、小
惑
星
探
査
機「
は

や
ぶ
さ
」
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
務
め
て

い
る
。

　

館
で
は
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

や
工
作
・
体
験
学
習
な
ど
、

夏
休
み
特
別
企
画
を
実
施
。

各
催
し
の
日
程
や
内
容
、
申

込
方
法
は
次
の
と
お
り
で

す
。

７
月
21
日
（
土
）
〜

�

９
月
２
日
（
日
）

《
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
》

＊
記
念
品
あ
り
（
先
着
１
０

０
０
人
）

７
月
21
日
（
土
）、22
日
（
日
）

《
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
工
作
》

●
内
容
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
を
使
っ

て
太
陽
電
池
で
走
る
車
を

作
成

●
時
間
　
午
前
11
時
〜

●
対
象
　
小
学
校
高
学
年
以

上
●
定
員
　
各
日
先
着
15
人

●
申
込
方
法
　
同
館
へ
要
予

約
●
参
加
費
　
１
０
０
０
円

（
材
料
代
）

《
収
納
ポ
ケ
ッ
ト
宝
探
し
、

�

荷
物
積
み
込
み
ゲ
ー
ム
》

●
内
容
　
車
を
使
っ
た
体
験

ゲ
ー
ム

●
時
間
　
午
前
11
時
〜
午
後

４
時

●
対
象
　
小
学
生
以
下

●
申
込
方
法
　
当
日
整
理
券

を
配
布
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
無
料

《
エ
コ
Ｒ
ｕ
ｎ
》

●
内
容
　
エ
コ
カ
ー
を
運
転

●
時
間
　
午
前
11
時
〜
午
後

４
時

●
対
象
　
運
転
免
許
所
持
者

●
申
込
方
法
　
当
日
整
理
券

を
配
布
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
無
料

８
月
４
日
（
土
）、５
日
（
日
）

《
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州

�

モ
ノ
づ
く
り
教
室
》

●
内
容
　
風
船
自
動
車
づ
く

り
●
時
間
　
①
午
前
10
時
〜
②

同
11
時
〜
③
正
午
〜
④
午

後
１
時
〜
⑤
同
２
時
〜

●
対
象
　
小
学
校
低
学
年

●
定
員
　
各
回
20
人

●
申
込
方
法
　
同
館
へ
要
予

約
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
無
料

８
月
18
日
（
土
）

《
石
包
丁
つ
く
り
》

●
内
容
　
石
を
削
っ
て
古
代

の
道
具
づ
く
り

●
時
間
　
①
午
前
11
時
〜
②

午
後
２
時
〜

●
対
象
　
小
学
生
以
上

●
定
員
　
各
回
先
着
15
人

●
申
込
方
法
　
当
日
受
付
●

参
加
費
　
１
０
０
円
（
材

料
代
）

８
月
19
日
（
日
）

《
火
お
こ
し
道
具
つ
く
り
》

●
内
容
　
古
代
の
火
お
こ
し

親
子
で「
海
の
道
む
な
か
た
館
」に

行
っ
て
工
作
を
し
よ
う

道
具
づ
く
り

●
時
間
　
①
午
前
11
時
〜
②

午
後
２
時
〜

●
対
象
　
小
学
生
以
上

●
定
員
　
各
回
先
着
15
人

●
申
込
方
法
　
当
日
受
付
●

参
加
費
　
５
０
０
円
（
材

料
代
）

８
月
25
日
（
土
）、26
日
（
日
）

《
ロ
ボ
ッ
ト
工
作
》

①
ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ッ
グ

●
内
容
　
太
陽
電
池
で
動
く

カ
エ
ル
の
お
も
ち
ゃ
づ
く

り
●
時
間
　
午
前
11
時
〜

●
対
象
　
小
学
校
低
学
年

●
定
員
　
各
日
先
着
15
人

●
参
加
方
法
　
同
館
へ
要
予

約
●
参
加
費
　
５
０
０
円
（
材

料
代
）

②
ハ
ン
グ
リ
ー
シ
ュ
ー
タ
ー

●
内
容
　
リ
モ
コ
ン
で
操
作

で
き
る
サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ

ト
づ
く
り

●
時
間
　
午
後
２
時
〜

●
対
象
　
小
学
校
高
学
年

●
定
員
　
各
日
先
着
15
人

●
申
込
方
法
　
同
館
へ
要
予

約
●
参
加
費
　
１
５
０
０
円

（
材
料
代
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
海
の
道
む
な
か
た
館

 

☎
（
62
）
２
６
０
０

リ
ー
ダ
ー
塾
の
講
義
風
景

鮮やかに飾られた中津宮
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市
　
か
　
ら

ぬ
い
ぐ
る
み
の

�

お
と
ま
り
会
を
開
催

　
市
民
図
書
館
で
は
、
ぬ
い

ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会
を
開

催
。

　
お
話
会
を
一
緒
に
聞
い
た

後
、
夜
の
図
書
館
を
ぬ
い
ぐ

る
み
が
探
検
し
て
い
る
写
真

を
翌
々
日
に
渡
し
ま
す
。

　
参
加
無
料
。

●
日
時
　
８
月
３
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜

●
対
象
　
小
学
生
以
下
で
利

用
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る

８
月
５
日
（
日
）
に
ぬ
い

ぐ
る
み
を
迎
え
に
来
る
こ

と
が
で
き
る
人
（
先
着
20

人
）

■
申
込
方
法
　
７
月
18
日

（
水
）
か
ら
市
民
図
書
館

へ
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
申
し
込
む

▽
直
接
来
館

▽
☎
（
37
）
１
３
２
１

▽
FAX
（
37
）
２
９
５
６

▽
メールto

s
y

o
@

c
ity

.
m

unakata.fukuoka.
jp

　
市
が
所
有
し
て
い
る
土
地

を
売
却
し
ま
す
。詳
し
く
は
、

市
ＨＰhttp://w

w
w

.city.
m

unakata.lg.jp/

→
「
契

約
・
入
札
情
報
」
→
「
そ
の

他
」
を
参
照
か
、
問
い
合
わ

せ
を
。

●
物
件
　
天
平
台
２
・
４
他

（
１
０
８
４
平
方
メ
ー
ト

　
家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣

近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
学
校

や
職
場
で
の
い
じ
め
や
差
別

な
ど
の
悩
み
ご
と
や
困
り
ご

と
な
ど
、
人
権
に
か
か
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
人
権
相

談
を
実
施
。
予
約
不
要
。

●
日
時
　
７
月
24
日
（
火
）

　
大
島
小
・
中
学
校
管
理
員

（
日
々
任
用
職
員
）
を
募
集
。

書
類
選
考
と
面
接
で
決
定
。

履
歴
書
は
返
却
不
可
（
不
採

用
の
場
合
は
全
て
破
棄
）。

●
業
務
内
容
　
主
に
給
食
物

資
運
搬
と
校
内
美
化
業
務

●
応
募
要
件
　
午
前
８
時
か

ら
勤
務
が
可
能
な
人
で
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
保

持
者
（
オ
ー
ト
マ
限
定
は

不
可
）

●
任
用
期
間
　
９
月
３
日

（
月
）
〜
平
成
25
年
３
月

29
日
（
金
）

●
勤
務
日
数
　
週
５
日

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く

●
勤
務
時
間
　
１
日
３
・
５

時
間

●
勤
務
地
　
大
島
小
・
中
学

校
●
賃
金
　
時
給
８
５
０
円

●
待
遇
　
年
次
有
給
休
暇
あ

り
、
交
通
費
支
給
な
し

市
有
地
を
一
般
競
争

入
札
で
売
却
し
ま
す

特
設
人
権
相
談

臨
時
職
員
募
集

●
申
込
締
切
日
　
７
月
31
日

（
火
）

＊
面
接
日
、
面
接
場
所
は
応

募
者
に
別
途
通
知

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
学
校
管
理
課

�

☎
（
36
）
１
３
２
２

ル
）

●
売
却
方
法
　
一
般
競
争
入

札
●
現
地
説
明
会
　
７
月
26
日

（
木
）
午
前
10
時
30
分
〜

（
約
１
時
間
程
度
）

●
入
札
参
加
申
込
期
限
　
８

月
７
日
（
火
）
午
後
５
時

●
入
札
日
時
　
８
月
21
日

（
火
）
午
前
10
時

●
入
札
場
所
　
市
役
所
本
館

２
階
・
２
０
１
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先

　
財
政
課
管
財
係

�

☎
（
36
）
１
１
０
４

（市決定分）

都市計画案の縦覧
～玄海地域への

　都市計画区域拡大～
　玄海地域（離島を除く旧玄海町の全域）への都市計画区域拡大と同

時に指定する地区計画などの都市計画原案の縦覧を実施します。縦覧

は、都市計画法第16条に基づくものです。次の①は意見書の提出、②

は公述の申し出ができます。

●対象となる都市計画原案の名称

①宗像都市計画地区計画の決定（市決定）

②宗像準都市計画用途地域の変更（市決定）

●概要

①次の９つの地区で地区計画を定めるもの

▽エコパーク、大王寺・玄海ニュータウン、公園通り、瀬戸、荒開、

宗像大社、江口第一、神湊第一、道の駅むなかた

②玄海地域に都市計画区域を拡大した場合、準都市計画区域が廃止さ

れるため、これと同時に現在、大王寺・玄海ニュータウン、公園通り、

桜町に指定している用途地域「第二種低層住居専用地域」を廃止す

るもの

●縦覧期間　７月18日（水）～同31日（火）

＊土・日曜日を除く

●縦覧場所／時間　都市計画課（市役所本館２階）／8:30～17:00

●意見書の提出方法　各地区計画の区域内の土地所有者と利害関係者

は、①に関し、意見書を提出することができます。８月７日（火）

までに、縦覧場所にある意見書の様式に必要事項を記入し、都市計

画課へ次のいずれかの方法で提出する

▽郵送（〒811-3492／住所不要）

＊８月７日（火）当日消印有効

▽ FAX（37）１２４２

▽メール tosikei@city.munakata.fukuoka.jp

▽直接縦覧場所（本館２階）へ持参

●公述の申し出　市民と利害関係者は、②に関し、公述の申し出によっ

て公聴会で意見を述べることができます。縦覧場所にある公述申出

書の様式に必要事項を記入し、７月31日（火）までに都市計画課へ次

のいずれかの方法で提出する

▽郵送、ファックス、メール、直接縦覧場所へ持参（いずれも前述）

●公聴会　公述の申し出があった場合のみ開催。申し出多数の時は公

述者を選定する場合あり。開催の有無は問い合わせを

▽日時＝８月20日（月）19:00～21:00

＊傍聴希望者は18:30から傍聴券を交付（先着順）

▽会場＝市役所北館１階・１０３会議室

■問い合わせ先　都市計画課　☎（36）１４８４

　
平
成
25
年
春
を
目
標
と
す

る
玄
海
地
域
（
離
島
を
除
く

旧
玄
海
町
の
全
域
）
へ
の
都

市
計
画
区
域
の
拡
大
に
伴

い
、
県
が
用
途
地
域
の
指
定

が
な
い
区
域
に
あ
る
建
築
物

の
容
積
率
、
建
ぺ
い
率
、
道

路
斜
線
、
隣
地
斜
線
の
規
制

値
を
建
築
基
準
法
に
基
づ
き

定
め
ま
す
。
今
回
の
案
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
案
の
概
要
　
玄
海
地
域
の

各
数
値
を
宗
像
地
域
の
市

街
化
調
整
区
域
内
と
同
じ

数
値
（
容
積
率
２
０
０

パ
ー
セ
ン
ト
、
建
ぺ
い
率

60
パ
ー
セ
ン
ト
、
道
路
斜

線
制
限
１
・
５
、
隣
地
斜

線
制
限
２
・
５
）と
す
る
。

た
だ
し
建
ぺ
い
率
は
神
湊

と
鐘
崎
の
み
70
パ
ー
セ
ン

ト
。
こ
の
数
値
の
施
行
日

は
玄
海
地
域
の
都
市
計
画

区
域
指
定
告
示
日
と
同
日

と
す
る

　
な
お
、
前
述
の
案
に
関

す
る
意
見
提
出
手
続
き

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
）
を
県
が
実
施
し
て
い

ま
す
。
意
見
を
踏
ま
え
た

上
で
、
11
月
開
催
予
定
の

福
岡
県
都
市
計
画
審
議
会

の
議
決
を
経
て
、
規
制
値

を
定
め
る
予
定
で
す
。

●
募
集
締
切
日
　
７
月
31
日

（
火
）

＊
当
日
必
着

●
閲
覧
場
所
　

▽
県
建
築
指
導
課
（
福
岡
市

博
多
区
東
公
園
７
・
７
／

県
庁
北
棟
７
階
）

▽
市
都
市
計
画
課
（
市
役
所

本
館
２
階
）

＊
各
ＨＰ
で
も
閲
覧
可

●
提
出
方
法
　
閲
覧
場
所
か

各
ＨＰ
に
あ
る
意
見
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
県
建

築
指
導
課
か
市
都
市
計
画

課
に
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
す
る

▽
郵
送
＝
県
（
〒
８
１
２
・

８
５
７
７
／
前
述
）、
市

（
〒
８
１
１
・
３
４
９
２

／
住
所
不
要
）

▽
直
接
持
参

▽
県
FAX

０
９
２
（
６
４
３
）

玄
海
地
域
に
お
け
る

容
積
率
や
建
ぺ
い
率

３
７
５
４

　
市
FAX
（
37
）
１
２
４
２

▽
県
メールk

e
n

s
h

id
o

@
pref.fukuoka.lg.jp

市
メールto

sike
i@

city.
m

unakata.fukuoka.
jp■

問
い
合
わ
せ
先

▽
県
建
築
指
導
課

　
建
築
審
査
係

☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

７
２
２

ＨＰhttp://w
w

w
.pref.

fukuoka.lg.jp/

▽
市
都
市
計
画
課

☎
（
36
）
１
４
８
４

ＨＰhttp://w
w

w
.city.

m
unakata.lg.jp/

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
市
役
所
１
階
・
第

１
、
２
相
談
室

●
相
談
担
当
者
　
市
人
権
擁

護
委
員

■
問
い
合
わ
せ
先

　
人
権
対
策
課

�

☎
（
36
）
１
２
７
０

ぬいぐるみが探検
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●
主
催
　
宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所

●
日
時
　
８
月
６
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
１
時
〜

▽
実
施
＝
同
１
時
30
分
〜
同

４
時

●
場
所
　
県
宗
像
総
合
庁

舎
・
１
階
講
堂
（
東
郷
）

●
内
容
　
犬
の
し
つ
け
方
に

つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
、

困
っ
て
い
る
こ
と
の
講
習

夏
休
み
犬
の

し
つ
け
方
教
室

子宮頸がん予防接種を受けましょう子子子宮子宮宮宮宮宮宮宮宮頸宮頸が頸頸がが頸 んがんがんんんがが 予予予予防予防ん 防防防防防接防接防接接種種接接 をを種を種ををを種 受受受受け受けけけけけままけ ししましまししょょま ううょょょょ子子子宮子子子子宮子宮宮宮宮宮頸宮宮宮宮宮宮宮宮宮頸頸が頸がががが頸頸がが頸頸頸 んがんがんんんんんがんがんんんががが 予予予予防予防予予予予予防予防んんん 防防防防接防接防防防防防接防接防防接種種接接種種接接接 を種を種ををををを種を種ををを種種 受受受受け受受受受受け受けけけけままけけけままけけけ ししままししょょししましまししょしょまままま ううょううょょょょ
～夏休みが終わる前に初回接種を済ませましょう～

●対象　平成８年４月２日～同12年４月１日生まれの女子
●無料期間　平成24年４月１日～平成25年３月31日
＊対象期間内に接種を完了するためには、１回目の接種を平成24年９月末まで
に受ける必要があります（対象期間を過ぎてからの接種は、全額自己負担とな
り、１回１万6,000円程度が必要です）

　子宮頸がんの予防接種は、６カ月の間に３回の接種が必要です。
　夏休みが終わるまでに初回接種を始めておくと対象期間内に３回の接種を
　完了できます。

　子宮頸がんは、発がん性ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）に長期間感染して
発症することが分かっています。日本では年間約１万5,000人の女性が子宮頸が
んを発症し、約3,500人が死亡しています。
　予防接種を受けることで、子宮頸がんを発症するリスクを軽減することができ
ると考えられています。

●予防接種を受けるには
　接種を希望する医療機関に予約し、接種を受けてください。
　予診票は医療機関にあります。平成24年４月に対象者に送付している以下の
ものを持参し、受診してください。
①宗像市子宮頸がん予防接種非接種者証兼

接種済証
②健康保険証（本人確認用）
③母子健康手帳（その他の予防接種との接

種間隔を確認するため）
＊①〜③は予防接種を受けるときは必ず提
示してください。提示がない場合、接種
が受けられないことがあります

■問い合わせ先　子ども家庭課　☎（36）１３６５

 

20～39歳の日本人女性における女性特有のがん発症率の推移
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子宮
頸がん*

乳がん*

卵巣
がん

子宮
体がん

と
モ
デ
ル
犬
の
実
演
を
通

し
、
対
処
法
な
ど
を
説
明

●
講
師
　
県
動
物
愛
護
推
進

員
（
家
庭
犬
し
つ
け
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
対
象
　
現
在
、
犬
を
飼
お

う
と
考
え
て
い
る
人
や
こ

れ
か
ら
飼
う
予
定
の
人

●
定
員
　
先
着
30
人

＊
要
事
前
申
込

＊
犬
の
同
伴
不
可

■
申
込
方
法
　
７
月
31
日

（
火
）
ま
で
に
、
同
事
務

所
保
健
衛
生
課
☎
（
36
）

６
０
９
８
へ
電
話
で
申
し

込
む

就
学
義
務
猶
予
免
除
者

の
中
卒
程
度
認
定
試
験

●
内
容
　
文
部
科
学
省
が
、

や
む
を
得
な
い
理
由
で
義

務
教
育
諸
学
校
へ
の
就
学

義
務
を
猶
予
か
免
除
さ
れ

た
人
を
対
象
に
中
学
校
卒

業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か

ど
う
か
を
認
定
す
る
試
験

●
願
書
受
付
期
間
　
８
月
17

日（
金
）〜
９
月
４
日（
火
）

●
試
験
日
　
11
月
１
日（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
教
育
庁
教
育
振
興
部

　
義
務
教
育
課
学
事
係

☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

９
０
９

●
募
集
住
宅
　
県
営
住
宅

＊
募
集
対
象
団
地
と
募
集
戸

数
な
ど
詳
し
く
は
募
集
案

内
書
で
確
認
を

●
募
集
案
内
書
配
布
申
込
受

付
期
間
　
７
月
17
日（
火
）

〜
同
25
日
（
水
）

●
募
集
案
内
書
配
布
場
所
　

建
築
課
、
元
気
な
島
づ
く

り
課
（
大
島
行
政
セ
ン

タ
ー
）、
県
営
住
宅
供
給

公
社
、
県
庁
（
総
合
案
内

所
、県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
、

県
営
住
宅
課
）、
県
内
各

市
（
区
）
役
所
と
町
村
役

場
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住

宅
管
理
部
管
理
課

☎
０
９
２
（
７
８
１
）
８

０
２
９

▽
県
庁
県
営
住
宅
課

☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

７
３
９

ポ
イ
ン
ト
方
式
県
営

住
宅
入
居
者
募
集

●
主
催
　
県

●
内
容
　
県
が
高
齢
者
の
み

な
さ
ん
に
豊
か
な
知
識
や

経
験
を
生
か
し
、
地
域
の

子
育
て
支
援
の
現
場
で
活

躍
し
て
も
ら
う
た
め
、
ふ

く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス

タ
ー
制
度
を
創
設
。
認
定

研
修
や
登
録
な
ど
に
つ
い

て
は
相
談
窓
口
に
問
い
合

わ
せ
を

●
相
談
窓
口
　
福
岡
県
70
歳

現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
内

「
ふ
く
お
か
子
育
て

マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」

創
設
へ

「
ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ

ス
タ
ー
」
コ
ー
ナ
ー

●
窓
口
相
談
　
月
・
水
・
金

曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
電
話
相
談
　
月
〜
金
曜
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

同
コ
ー
ナ
ー

☎
０
９
２
（
４
８
１
）
１

３
１
２

市
　
か
　
ら

　
蒸
し
暑
い
夏
は
、
害
虫
の

活
動
も
活
発
に
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
ゴ
キ
ブ
リ
の

駆
除
は
ど
う
し
て
い
ま
す

か
？
　
今
回
は
、
ゴ
キ
ブ
リ

駆
除
の
代
表
的
な
方
法
で
あ

る
「
ホ
ウ
酸
団
子
」
の
作
り

方
を
紹
介
し
ま
す
。

●
材
料

▽
ホ
ウ
酸
２
５
０
グ
ラ
ム

▽
小
麦
粉
１
カ
ッ
プ

▽
す
り
下
ろ
し
た
タ
マ
ネ
ギ

大
さ
じ
１

▽
砂
糖
大
さ
じ
１

▽
牛
乳
少
々

▽
水
少
々

●
作
り
方

①
ホ
ウ
酸
と
小
麦
粉
、
す
り

下
ろ
し
た
タ
マ
ネ
ギ
を

ボ
ー
ル
に
入
れ
て
よ
く
混

ぜ
る

②
砂
糖
と
牛
乳
と
水
を
加
え

て
、
耳
た
ぶ
く
ら
い
の
固

さ
に
練
る

③
弁
当
な
ど
で
使
う
ア
ル
ミ

ホ
イ
ル
の
器
に
載
せ
た

ホ
ウ
酸
団
子
の
作
り
方

り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
に
詰
め
た
り
す

る
④
日
光
で
完
全
に
乾
燥
さ
せ

る
●
使
い
方

　
で
き
あ
が
っ
た
ホ
ウ
酸
団

子
は
、
洗
面
所
や
流
し
台
、

冷
蔵
庫
の
下
な
ど
、
ゴ
キ
ブ

リ
が
潜
ん
で
い
そ
う
な
と
こ

ろ
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

　
効
き
目
は
約
３
カ
月
間
で

す
が
、
な
る
べ
く
早
め
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
点

　
保
管
す
る
時
は
、
誤
っ
て

口
に
入
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
食
品
と
ま
ち
が
え
る

よ
う
な
容
器
や
場
所
に
は
保

管
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
万
が
一
、
誤
っ
て
口
に
入

れ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
吐

か
せ
て
医
療
機
関
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

�

☎
（
36
）
１
４
２
１

「
ハ
ー
ト
ル
ー
プ
」

オ
ー
プ
ン
１
周
年

　
市
役
所
内
福
祉
売
店

「
ハ
ー
ト
ル
ー
プ
」
が
８
月

１
日
（
水
）
で
、
オ
ー
プ
ン

か
ら
１
年
に
な
り
ま
す
。
１

周
年
フ
ェ
ア
を
実
施
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

●
期
間
　
７
月
30
日
（
月
）

〜
８
月
３
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

�

☎
（
36
）
３
１
３
５

国
・
県
な
ど
か
ら

人
づ
く
り
で

�

ま
ち
づ
く
り
事
業

●
主
催
　
す
こ
や
か
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
タ
ー

＊
岬
地
区
ヘ
ル
ス
推
進
員
共

催
●
日
時
　
７
月
18
日
（
水
）、

８
月
10
日
（
金
）、
９
月

26
日
（
水
）、
10
月
24
日

（
水
）

▽
受
付
＝
午
前
９
時
45
分

▽
実
施
＝
①
午
前
10
時
〜
同

11
時
②
同
11
時
〜
正
午

●
場
所
　
岬
コ
ミ
セ
ン

●
内
容
　
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

で
楽
し
く
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

を
し
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
し
ょ
う

＊
育
児
相
談
「
お
っ
ぱ
い
ケ

ア
」を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
連
絡
を
。
フ
ェ
イ
ス

タ
オ
ル
３
枚
が
必
要

●
参
加
要
件
　
①
②
い
ず
れ

か
の
講
座
に
参
加
し
、
参

加
し
な
い
①
②
い
ず
れ
か

の
時
間
に
託
児
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を

預
か
る
こ
と
が
で
き
る
、

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

＊
託
児
は
無
料（
０
～
６
歳
）

●
定
員
　
先
着
15
組

●
受
講
料
　
３
０
０
円

（
ボ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
料
、

傷
害
保
険
料
な
ど
）

●
持
参
品
　
お
茶
、
タ
オ

ル
、
屋
内
用
運
動
靴
（
は

だ
し
も
可
）、
託
児
に
必

要
な
物
、
動
き
や
す
い
服

装
（
ジ
ー
ン
ズ
、
タ
イ
ツ

は
不
可
）

＊
託
児
に
必
要
な
物
に
は
全

て
氏
名
を
書
き
、
バ
ッ
グ

に
入
れ
て
く
だ
さ
い

■
申
込
方
法
　
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
し
込
む

▽
同
サ
ポ
ー
タ
ー
☎
０
８
０

（
６
４
５
３
）
２
０
８
９

▽
メールm

am
a-rebo

rn.t 
e

rra
c

e
@

e
zw

e
b

.
ne.jp

▽
同
コ
ミ
セ
ン
☎
（
62
）
２

６
５
６

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル講

座
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障
害
者
自
立
支
援

　

協
議
会
だ
よ
り

宗像市

第2回

　
今
回
は
、
就
労
部
会
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
就
労
部
会
は
昨
年
４
月
に

開
設
さ
れ
た
障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ま

ゆ
う
」
と
連
携
・
協
力
し
な

が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
は
、
障
が
い

者
の
就
労
支
援
の
充
実
を
図

る
た
め
、
効
果
的
な
職
場
体

験
実
習
の
仕
組
み
づ
く
り
、

施
設
・
職
員
間
の
連
携
強
化

な
ど
を
中
心
に
、
協
議
や
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
各
施
設
が

持
っ
て
い
る
職
場
体
験
の
実

習
先
の
リ
ス
ト
を
共
有
化

し
、
同
セ
ン
タ
ー
が
実
習
先

と
連
絡
調
整
を
す
る
こ
と
で

窓
口
を
統
一
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

が
抱
え
る
課
題
や
問
題
点
な

ど
に
つ
い
て
も
意
見
を
交
換

し
な
が
ら
、
解
決
に
向
け
た

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
さ

ら
に
部
会
開
催
の
定
例
化
な

ど
、
就
労
支
援
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
支
援
体
制
を
充
実

さ
せ
、
一
人
で
も
多
く
就
労

に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
３
月
22
日
に
は
「
第
４
回

障
害
者
雇
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
、
約
70
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
障
が
い
者
の
雇
用

を
進
め
て
い
る
企
業
の
立
場

か
ら
取
り
組
み
の
紹
介
、
知

的
障
が
い
者
と
精
神
障
が
い

者
の
雇
用
事
例
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
就
労
支
援
員

を
は
じ
め
と
す
る
各
施
設
の

職
員
全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

や
、
日
ご
ろ
の
業
務
に
必
要

な
知
識
・
技
術
の
習
得
の
た

め
の
研
修
会
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　
ま
た
、
就
労
を
考
え
て
い

る
本
人
や
家
族
に
効
果
的
に

情
報
を
提
供
す
る
た
め
、
就

労
支
援
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
ま
す
。
各
施
設
が
ど
の

よ
う
な
活
動
や
支
援
を
実
施

し
て
い
る
の
か
、
就
労
ま
で

に
ど
の
よ
う
な
人
や
支
援
機

関
が
か
か
わ
っ
て
い
く
の

か
、
施
設
の
場
所
な
ど
の
情

報
を
掲
載
し
ま
す
。

　
就
労
セ
ミ
ナ
ー
は
、
セ
ミ

ナ
ー
の
対
象
者
を
絞
り
、
趣

旨
を
明
確
に
し
て
開
催
の
時

期
や
規
模
、
方
法
な
ど
を
検

討
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
「
は
ま
ゆ
う
」

開
設
か
ら
１
年
の
成
果

▽
就
職
し
た
人
＝
15
人

▽
相
談
件
数
＝
約
２
０
０
０

件
▽
登
録
者
数
＝
66
人
（
３
月

末
現
在
）

　
こ
の
他
に
平
成
24
年
の
４

〜
５
月
で
、
す
で
に
４
人
が

就
職
し
て
い
ま
す
。

　
次
回
は
、「
生
活
部
会
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

�

☎
（
36
）
３
１
３
５

●
内
容
　
壽
屋
（
こ
と
ぶ
き

や
）、
桜
デ
パ
ー
ト
、
ア

ヅ
マ
ヤ
百
貨
店
の
商
品
券

に
つ
い
て
資
金
決
済
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
発

行
保
証
金
の
還
付
手
続
を

実
施

●
申
出
受
付
締
切
日
　
８
月

24
日
（
金
）
消
印
有
効

●
申
出
方
法
　
申
出
書
、
商

品
券
な
ど
を
九
州
財
務
局

（
熊
本
県
熊
本
市
西
区
春

日
２
・
10
・
１
）
に
郵
送

＊
申
出
書
は
同
局
ＨＰhttp: 

//kyusyu.m
of.go.jp/

か
ら
入
手
可

＊
債
権
の
申
し
出
は
郵
送
の

●
試
験
日
　
９
月
16
日（
日
）

●
会
場
　
九
州
産
業
大
学

（
福
岡
市
東
区
松
香
台

２
・
３
・
１
）

●
採
用
予
定
人
数

▽
警
察
官
Ａ
（
大
卒
程
度
）

男
性
60
人

▽
警
察
官
Ａ
（
大
卒
、
武
道

指
導
）
２
人

▽
警
察
官
Ｂ
（
高
卒
程
度
）

男
性
１
０
１
人
、
女
性
13

人
●
受
付
期
間
　
８
月
６
日

（
月
）
〜
８
月
27
日
（
月
）

＊
申
込
書
、
採
用
案
内
は
各

警
察
署
、
交
番
で
配
布

■
問
い
合
わ
せ
先

　
宗
像
警
察
署
総
務
課

�

☎
（
36
）
０
１
１
０

福
岡
県
警
察
官
の

�

採
用
試
験

労
働
力
調
査
に
協
力
を

●
主
催
　
総
務
省
、
県

●
内
容
　
労
働
力
調
査
は
、

我
が
国
の
失
業
率
や
雇
用

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

重
要
な
統
計
調
査
。
調
査

対
象
は
毎
月
無
作
為
に
選

定
。選
定
さ
れ
た
人
に
は
、

調
査
員
が
調
査
票
を
配
布

す
る
た
め
自
宅
へ
訪
問
。

調
査
員
の
説
明
を
聞
き
、

同
調
査
へ
の
回
答
に
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

県
調
査
統
計
課

☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

１
８
６

●
試
験
日
　
９
月
16
日（
日
）

＊
２
次
試
験
は
10
月
下
旬
〜

11
月
下
旬
を
予
定

●
採
用
予
定
人
数
　
行
政
事

務
（
大
学
卒
業
程
度
）
２

人
程
度

●
受
験
要
件
　
昭
和
61
年
４

月
２
日
〜
平
成
３
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
人

●
受
付
期
間
　
７
月
23
日

（
月
）
〜
８
月
10
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
町
村
会
総
務
課

福
岡
県
町
村
会
等

職
員
の
採
用
試
験

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
協
力
を

●
主
催
　
厚
生
労
働
省
、
県

●
調
査
時
期
　
８
月
〜
９
月

●
調
査
地
区
　
田
熊
４
丁
目

●
内
容
・
方
法
　
労
働
者
の

賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
の

変
化
を
調
査
。
調
査
地
区

の
各
事
業
所
へ
、
県
知
事

が
任
命
し
た
調
査
員
が
訪

問
。
調
査
員
の
説
明
を
聞

き
、
同
調
査
へ
の
回
答
に

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

＊
調
査
内
容
を
本
調
査
以
外

に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

商
品
券
を
持
っ
て
い
る

�

み
な
さ
ん
へ

み
で
受
付

＊
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

同
局
理
財
部

金
融
監
督
第
３
課

☎
０
９
６
（
３
５
３
）
６

３
５
１

ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ
先

県
調
査
統
計
課

☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

１
８
７

�

　
☎
０
９
２
（
６
５
１
）
１

１
２
１

行
政
書
士
に
よ
る

�

無
料
相
談
会

●
主
催
　
県
行
政
書
士
会
福

岡
北
支
部

●
日
時
　
７
月
22
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
同
４
時

＊
予
約
不
要
、
先
着
順

●
会
場
　
東
郷
コ
ミ
セ
ン
・

小
会
議
室
１

●
内
容
　
遺
言
、
相
続
、
成

年
後
見
、
会
社
設
立
、
離

婚
、
交
通
事
故
、
許
認
可

申
請
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
支
部
（
福
地
）

　
　
　
☎
（
34
）
８
０
８
４

●
参
加
要
件
　
養
成
講
座
や

実
習
に
参
加
し
て
、
認
定

を
受
け
た
人
で
「
北
九
州

い
の
ち
の
電
話
」
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
電
話
相
談
員
と
し

て
活
動
が
で
き
る
人

▽
年
齢
＝
20
〜
68
歳

▽
養
成
講
座
＝
９
月
８
日

（
土
）
〜
平
成
25
年
４
月

６
日
の
毎
週
土
曜
日
、
午

後
１
時
45
分
〜
同
４
時
15

分
（
一
部
同
５
時
ま
で
）

＊
年
末
年
始
は
休
み

▽
実
習
＝
平
成
25
年
４
月
〜

11
月

＊
７
月
に
１
泊
研
修
あ
り

●
研
修
場
所
　
県
立
北
九
州

勤
労
青
少
年
文
化
セ
ン

タ
ー
（
北
九
州
市
小
倉
北

区
井
堀
５
・
１
・
３
）

●
受
講
料
　
３
万
円
（
１
泊

研
修
費
用
含
む
）

●
定
員
　
30
人

●
申
込
方
法
　
応
募
動
機
を

８
０
０
字
程
度
（
①
住
所

②
氏
名
③
電
話
番
号
④
生

年
月
日
を
記
入
）
と
人
格

成
長
の
歴
史
（
子
ど
も
の

と
き
の
こ
と
、
家
庭
、
職

場
、
生
活
の
こ
と
、
自
分

の
人
間
形
成
に
影
響
の

あ
っ
た
出
来
事
な
ど
に
つ

い
て
）
を
２
０
０
０
字
程

度
の
２
点
を
同
セ
ン
タ
ー

（
〒
８
０
３
・
０
８
３
５

／
前
述
）
に
郵
送
で
申
し

込
む

＊
申
込
用
紙
は
同
セ
ン

タ
ー
ＨＰhttp://w

w
w

.
d

3
.d

io
n

.n
e

.jp 
/~k_inoden/

か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

●
申
込
締
切
日
　
８
月
20
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

電
話
相
談
員
募
集

福
岡
都
市
高
速
道
路

が
全
面
開
通

　
福
岡
高
速
１
号
線
と
福
岡

高
速
５
号
線
が
７
月
21
日

（
土
）
午
後
３
時
に
接
続
し
、

全
長
35
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

「
都
市
高
環
状
線
」
が
誕
生
。

　
交
通
分
散
に
よ
る
渋
滞
緩

和
や
経
路
の
選
択
肢
が
増
え

る
な
ど
都
市
高
速
が
一
層
便

利
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公

社
総
務
課

☎
０
９
２
（
６
３
１
）
３

２
８
２

●
内
容
　
岩
石
採
取
に
伴
う

災
害
の
防
止
に
関
し
て
必

要
な
知
識
と
技
能
の
試
験

●
試
験
日
　
10
月
12
日（
金
）

●
場
所
　
吉
塚
合
同
庁
舎

（
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本

町
13
・
50
）

●
願
書
配
布
受
付
期
間
　
８

月
６
日
（
月
）
〜
９
月
14

日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

県
商
工
部
工
業
保
安
課

☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

採
石
業
務
管
理
者
試
験

４
３
８

（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
事
務
局

☎
０
９
３
（
６
５
２
）
６

６
２
８

●
主
催
　
福
岡
地
方
裁
判
所

●
日
時
　

▽
８
月
21
日
（
火
）

①
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30

分
〜

▽
８
月
22
日
（
水
）

①
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
〜

②
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30

分
〜

＊
い
ず
れ
も
２
時
間
程
度

●
内
容
　
模
擬
裁
判
、
ク
イ

ズ
大
会
、
法
服
を
着
て
の

記
念
撮
影
な
ど

●
場
所
　
同
裁
判
所
（
福
岡

市
中
央
区
城
内
１
・
１
）

●
対
象
　
小
学
５
、
６
年
生

と
保
護
者

●
定
員
　
各
部
先
着
40
組

■
申
込
先

　
同
裁
判
所
総
務
課
広
報
係

☎
０
９
２
（
７
８
１
）
３

１
４
１

夏
休
み

裁
判
所
親
子
見
学
会

福
祉
の
職
場

�

合
同
就
職
面
談
会

●
主
催
　
県
社
会
福
祉
協
議

会
●
日
時
　
８
月
３
日
（
金
）

▽
受
付
＝
午
前
10
時
〜
午
後

　
２
時
30
分

▽
実
施
＝
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
３
時

●
会
場
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
（
春
日
市
原
町
3
・

1
・
7
）

●
内
容
　
求
人
情
報
が
あ
る

事
業
所
な
ど
が
参
加
し
、

個
別
に
面
談

●
対
象
　
社
会
福
祉
施
設
な

ど
へ
の
就
職
希
望
者
と
平

成
25
年
３
月
末
卒
業
予
定

の
学
生（
高
校
生
は
除
く
）

●
参
加
費
　
無
料

＊
面
談
が
で
き
る
の
で
、
履

歴
書
を
複
数
用
意
し
て
く

だ
さ
い

●
託
児
　
無
料
（
生
後
３
カ

月
〜
就
学
前
）

＊
要
予
約

■
問
い
合
わ
せ
先

同
協
議
会
人
材
・
情
報
課

☎
０
９
２
（
５
８
４
）
３

３
１
０



No.224 むなかたタウンプレス 平成24年7月15日 （16）お知らせ

ともだちと　けんかしたから　仲なおり（今川英樹・東郷小６年）
助け合い　みんなの笑顔の　第一歩（籾井七

な な み

海・自由ヶ丘小６年）
暴力を　なくすことから　はじめよう（川辺礼

れい

汰
た

・大島小６年）
悪口は　人の心を　こわすもの（樋口颯

は や と

斗・日の里東小６年）

子どもに
やさしいまち

むなかた
第3回

子
ど
も
の
権
利

  

に
つ
い
て
知
ろ
う

そ

の

２

豊
か
に
育
つ
権
利

意
見
表
明
し
た
り

�

参
加
し
た
り
す
る
権
利

　

前
回
の
「
安
心
し
て
生
き
る
権
利
」
と
「
自

分
ら
し
く
生
き
る
権
利
」
に
引
き
続
き
、
子

ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
子
ど

も
の
権
利
を
大
人
も
子
ど
も
も
き
ち
ん
と
理

解
し
、守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

権
利
の
中
に
は
、
年
齢
や
成
長
・
発
達
に
応

じ
て
守
ら
れ
る
べ
き
内
容
が
変
化
し
て
い
く

も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
具
体
的
な

権
利
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し

ま
す
。

▽
学
ぶ
こ
と

▽
遊
ぶ
こ
と

▽
生
活
の
リ
ズ
ム
が
守
ら
れ

る
こ
と

▽
良
い
こ
と
、
悪
い
こ
と
や

社
会
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

き
ち
ん
と
教
え
て
も
ら
う

こ
と

　
豊
か
に
育
つ
権
利
は
、
子

ど
も
固
有
の
権
利
で
す
。
学

ぶ
こ
と
や
遊
ぶ
こ
と
は
、
子

ど
も
が
成
長
・
発
達
す
る
た

め
に
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
て
も
大
切
な
権
利

で
す
。

　
生
活
の
リ
ズ
ム
の
乱
れ
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
の
調

査
で
は
、
十
分
な
睡
眠
が
取

れ
て
い
る
幼
児
は
３
割
に
満

た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

「
就
寝
時
間
が
遅
く
な
る
ほ

ど
自
尊
感
情
が
低
下
す
る
」

と
い
う
調
査
報
告
が
あ
り
、

子
ど
も
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
の
視
聴
時

間
が
長
い
子
ほ
ど
、
朝
食
を

食
べ
る
割
合
が
減
る
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
も
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
守

る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で

す
。

　
子
ど
も
は
大
人
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら

う
こ
と
で
成
長
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
教
え
て
も
ら
わ
な

い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
昔
の
子

ど
も
は
、
地
域
の
大
人
か
ら

声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
叱
ら

れ
た
り
、
教
え
て
も
ら
っ
た

り
し
て
、
多
く
の
こ
と
を
学

ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
核
家
族
化
し
た

こ
と
や
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
が
希
薄
化
し
つ
つ
あ
る

中
、
そ
の
機
会
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。
大
人
も
遠
慮
し
て

い
る
の
か
、「
子
ど
も
に
声

を
か
け
な
い
」「
見
て
見
な

い
ふ
り
を
す
る
」
こ
と
が
多

く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

子
ど
も
の
行
動
や
発
言
で
気

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、

そ
の
場
で
き
ち
ん
と
教
え
て

あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▽
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を

表
現
す
る
た
め
に
必
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

力
を
伸
ば
す
機
会
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す

▽
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を

表
明
し
、
尊
重
さ
れ
ま
す

▽
意
思
決
定
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

▽
社
会
参
加
に
関
し
、
適
切

な
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
意
見
表
明
す
る
権
利
は
、

子
ど
も
が
社
会
の
中
で
認
め

ら
れ
る
こ
と
を
保
障
す
る

大
切
な
権
利
の
一
つ
で
す

が
、
た
だ
認
め
れ
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
育
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
実
際
に

は
意
見
表
明
で
き
ま
せ

ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
意
見
表
明
や
参
加
の

権
利
は
、
子
ど
も
の
権
利
の

中
で
も
最
も
大
人
の
理
解
と

協
力
が
必
要
な
権
利
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
子
ど
も
の
意

見
表
明
権
を
認
め
る
と
、「
わ

が
ま
ま
ば
か
り
言
う
よ
う
に

な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
懸

念
す
る
声
が
あ
り
ま
す
。
大

切
な
こ
と
は
、
子
ど
も
の
意

見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
あ

り
、
意
見
を
全
部
受
け
入
れ

る
か
ど
う
か
は
別
の
話
で

す
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
最
も
良

い
こ
と
は
何
か
を
考
え
た
上

で
、
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
は
、
ど
う
し
て

そ
の
意
見
が
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
の
か
、
丁
寧
に
説
明
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
し
な
け
れ
ば
、
単
な
る
大

人
か
ら
の
「
押
し
付
け
」
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
大
人
が
適
切
に
対
応

す
る
こ
と
が
、
子
ど
も
の
意

見
表
明
権
を
認
め
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
回
は
子
ど
も
の
役
割
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
育
成
課

�

☎
（
36
）
１
２
１
４

●
主
催
　
同
会
実
行
委
員
会

＊
市
、
市
教
育
委
員
会
後
援

●
日
時
　
９
月
２
日
（
日
）

▽
受
付
　
午
前
９
時
30
分

▽
開
会
　
同
10
時

●
内
容
／
時
間
な
ど

▽
全
体
会
＝
「
瑞
宝
太
鼓
」

／
勤
労
障
が
い
者
長
崎
打

楽
団
（
長
崎
県
雲
仙
市
）

／
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

／
東
海
大
学
福
岡
短
大
・

体
育
館

▽
分
科
会
１
＝
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
部
落
差
別
」
／

松
村
元
樹
さ
ん
（（
財
）

反
差
別
・
人
権
研
究
所
み

え
研
究
員
）
／
午
後
１
時

〜
同
３
時
／
東
海
大
学
福

岡
短
大
１
号
館
教
室

▽
分
科
会
２
＝
「
障
害
者
が

地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
中

で
感
じ
る
差
別
」
／
池
浦

英
明
さ
ん
（
社
会
福
祉
法

人
サ
ン
テ
ラ
ス
福
祉
会
知

的
障
害
者
通
所
助
産
施
設

所
長
）
／
午
後
１
時
〜
同

３
時
／
東
海
大
学
福
岡
短

大
１
号
館
教
室

●
参
加
費
　
５
０
０
円

●
持
参
品
　
上
履
き

●
託
児
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
会
実
行
委
員
会（
新
谷
）

☎
０
９
０
（
９
５
６
５
）

０
３
６
８

●
主
催
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
き

よ
し
ク
ラ
ブ

●
期
間
　
７
月
16
日
（
月
）

〜
同
29
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

＊
月
曜
日
休
館

●
内
容
　
宗
像
・
福
津
市
在

住
の
画
家
、
書
家
、
陶
芸

家
の
作
品
や
、
人
間
国
宝

地
域
特
産
品

開
発
者
を
募
集

●
主
催
　
む
な
か
た
地
域
農

業
活
性
化
機
構

●
内
容
　
む
な
か
た
地
域
の

農
産
物
を
使
用
し
た
新
し

い
地
域
特
産
品
の
研
究
開

発
事
業
に
取
り
組
む
人
を

募
集

●
応
募
期
間
　
７
月
17
日

（
火
）
〜
８
月
17
日
（
金
）

●
応
募
要
件
　
宗
像
市
か
福

津
市
内
に
住
所
を
有
す
る

個
人
、
団
体
か
法
人

●
助
成
対
象
要
件

①
宗
像
市
か
福
津
市
産
農
産

物
を
主
材
料
に
し
て
い
る

②
新
た
に
開
発
す
る
商
品
で

あ
る
（
既
存
商
品
の
改
良

で
も
可
）

③
他
の
同
趣
旨
の
助
成
事
業

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

●
助
成
内
容
　
事
業
の
実
施

に
必
要
な
経
費
に
対
し
上

限
20
万
円
ま
で
助
成
（
た

だ
し
審
査
あ
り
）

●
応
募
方
法
　
同
機
構
（
東

郷
４
・
３
・
１
／
Ｊ
Ａ

ホ
ー
ル
内
）
で
募
集
要
項

を
確
認
し
、
必
要
書
類
を

提
出

＊
同
機
構
ＨＰhttp://w

w
w. 

i-m
ra.jp/

で
も
入
手
可

第
２
回
秋
吉
美
術

�

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

世界一行きたい科学広場
in 宗像2012

科学っておもしろい

第
21
回
宗
像
地
区

「
同
和
」
教
育
研
究
集
会

の
磁
器
、日
展
特
選
の
書
、

世
界
的
著
名
画
家
の
版
画

を
展
示

●
場
所
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク

ス
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

同
ク
ラ
ブ
（
秋
吉
）

☎
（
36
）
５
８
２
５

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

同
機
構

�

☎
（
36
）
７
８
８
３

　五感を通してものづくりの楽しさや自然現象の不思議さを体験するこ
とで、次世代を担う子どもたちの健全育成に寄与することが目的です。
当日はテレビ番組でも活躍中の滝川洋二教授によるサイエンスショーの
他、約35の体験コーナーが設置されます。ぜひこの機会に、科学の面
白さを体感してください。

●後援　市教育委員会
●日時　８月11日（土）10：00〜16：30
●会場　宗像ユリックス・イベントホー
ル、会議室６・７
●主な内容
①滝川洋二さん（東海大学教授）によるサ
イエンスショー（12：00〜12：40）
②ロボット体験コーナー、真空で遊ぼう、
スライムづくり、葉脈しおりづくり、超
低温の世界、不思議なこま、形の不思議、
科学の本の読み聞かせと実験など
＊内容は変更になる場合あり

●入場料　無料
●参加団体　東海大五高校、宗像高校、福岡教育大学、九州大学他

■問い合わせ先　同実行委員会事務局　☎（32）３３１１

滝川洋二さん
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あいさつは　人を笑顔に　する魔法（北原あかり・玄海中３年）気づこう　あなたも大切な一人　築こう　みんなの笑顔であふれる街（三好由
ゆ か

佳・中央中３年）

このコーナーでは、選挙に関す
る一口メモと４コマ漫画を紹介
しています。

　

選
挙
は
、
国
民
が
政
治
に
参
加
す
る
最
も
重
要
で
基
本
的
な
機
会

で
す
。
日
本
国
民
は
、
満
20
歳
に
な
る
と
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

代
表
者
を
選
べ
る
権
利
「
選
挙
権
」
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
都
道
府
県
知
事
、
市
町
村
長
、
都
道
府
県
や
市
町
村
の
議

員
の
選
挙
権
は
、
年
齢
が
満
20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
そ

の
都
道
府
県
や
市
町
村
に
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

�

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）　

☎
（
36
）
１
３
７
５

選挙権

　日本には四季があり、それぞれ環境が異なります。人はこの環
境に応じて適応していかなくてはなりません。今回は、体温調節
機能について紹介します。
●体温調節の必要性
　人の体温（直腸温）は約36.5～37.5℃の範囲で保たれています。
環境要因などで、過度の体温(直腸温)上昇（約44℃以上）や体温
下降（約20℃）すると生命が脅かされるといわれています。
●体温調節の仕組み

　高齢になると体温調節機能が低下するといわれています。
●体温調節機能を維持、向上させるためには
▽適度な運動（身体活動）
　発汗作用を正常に働かせるためにウオーキングなど、体を動か
して汗を出します（にじむ程度で十分です）。
＊過度な体温上昇を防ぐためには水分補給も必要といわれていま
す
▽プールの活用
①体温よりも低い水温下（約27～31℃）で運動すると、熱を奪
われるのを防ぐ機能が働きます。この働きによって血液の循環
がより促進されます
＊27℃以下の水温では心臓（血圧など）への負担がかかるといわ
れています
②熱の放散を防ごうとする働きとして、身震いや皮膚血管の収縮、
熱を生み出す作用があります

　上記のように体温調節機能を維持、向上させるには日々の積み
重ねが必要です。
　特に低体温（35℃以下）の人は、環境に対応できる体作りに取
り組みましょう。
■問い合わせ先
　宗像ユリックス・アクアドーム　☎（37）１３７７

環境に対応する
体を作ろう

暑い時暑い時

寒い時

血管が
広がる

血管が
縮む

皮膚血流
が減る

皮膚温
を維持

熱を
逃がさない

体を
温める

皮膚血流
が増える

皮膚温
が上昇

体を
冷やす

汗をかく

体温維持

第
41
回
宗
像
大
社

短
歌
大
会
作
品
募
集

●
主
催
　
同
大
会
実
行
委
員

会
●
期
日
　
11
月
11
日
（
日
）

●
会
場
　
宗
像
大
社

●
応
募
数

▽
一
般
＝
２
首
ま
で

▽
小
・
中
・
高
生
＝
１
首

●
出
詠
料

▽
一
般
＝
１
０
０
０
円
／
首

▽
小
・
中
・
高
生
＝
無
料

●
締
切
日

▽
一
般
＝
８
月
31
日
（
金
）

▽
小
・
中
・
高
生
＝
９
月
８

日
（
土
）

●
送
付
先
　
田
久
５
・
25
・

７
／
「
宗
像
大
社
短
歌
大

会
」
事
務
局

＊
往
復
ハ
ガ
キ
で
問
い
合
わ

せ
可

■
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局
（
巻
）

☎
０
９
０
（
８
３
９
３
）

３
２
９
９

●
主
催
　
同
実
行
委
員
会

●
日
時
　
８
月
４
日
（
土
）

午
後
２
時
〜

●
場
所
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク

ス
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
内
容
　
平
和
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
布
芝
居
、
合
唱
な
ど

●
講
師
　
高
橋
節
子
さ
ん

（
市
内
在
住
で
、
被
爆
体

験
の
証
言
活
動
を
実
施
）

●
入
場
料
　
無
料

＊
事
前
申
込
不
要

【
平
和
の
つ
ど
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
】

●
活
動
期
間
　
７
月
25
日

（
水
）
〜
８
月
４
日
（
土
）

＊
で
き
る
範
囲
で
参
加
可

●
内
容
　
布
芝
居
製
作
、
当

日
の
会
場
受
付
な
ど

●
対
象
　
小
学
生
以
上

●
申
込
締
切
日
　
７
月
24
日

（
火
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
宗
像
教
育
会
館

�

☎
（
36
）
２
２
０
３

８
・
６
む
な
か
た

�
平
和
の
つ
ど
い

東
日
本
大
震
災

「
あ
の
日
か
ら
５
０
０
日
」

●
主
催
　
日
本
赤
十
字
九
州

国
際
看
護
大
学

●
日
時
　
７
月
29
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
同
４
時
40
分

●
場
所
　
同
大
学
・
講
義
室

１
０
４

●
内
容
／
講
師
　

▽
講
座
１
＝
「
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
災
害
医
療
の

現
場
体
験
を
通
じ
て
」
／

阿
部
清
美
さ
ん
（
石
巻
赤

十
字
病
院
看
護
副
部
長
）

▽
講
座
２
＝
①
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

隊
員
と
し
て
の
活
動
を
振

り
返
っ
て
」
／
増
山
純

二
さ
ん
（
同
大
学
助
教
）

②
「
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
通
し
て
得
た
も

の
」
坂
田
蛍
さ
ん
（
同
大

学
３
年
）
他

●
定
員
　
先
着
50
人

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
方
法
　
①
住
所
②
氏

名
③
連
絡
先
④
受
講
希
望

講
座
番
号
を
明
記
し
て
同

大
学
へ
FAX
（
35
）
７
０
２

１
で
申
し
込
む

＊
同
大
学
ＨＰhttp://w

w
w.�

jrckicn.ac.jp/

か
ら
も

申
込
可

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
大
学
地
域
交
流
委
員
会

　
　
☎
（
35
）
７
０
０
１

市を本拠地とするラグビーチーム
福岡サニックスブルース

　福岡サニックスブルースは、宗像市を本拠地とし、グローバルアリーナを
ホームグラウンドとするトップリーグのラグビーチームです。
　市は、ラグビーの普及などを通じて市民のスポーツを推進するため、ブルー
スと連携・協力する協定を結び、さまざまな取り組みを実施しています。
　今回から、本年度のブルースの紹介やイベントのお知らせなどを掲載して
いきます。
●2012〜2013ジャパンラグビートップリーグ、スケジュール決定
　本年度のトップリーグは８月31日（金）開幕し、県内でのブルースの試合は、
以下の日程で開催されます。

　グローバルアリーナのスタジアムは、グラウンドと観客席が近く、迫力あ
るプレーを間近で観戦することができます。ぜひ、この機会に、トップレベ
ルのプレーを観戦してください。地元チームを一緒に応援していきましょう。
� ■問い合わせ先　市民活動推進課　☎（36）１５４０

場　所 日時 対戦相手

グローバルアリーナ
（吉留）

10月14日（日）
13：00〜 東芝ブレイブルーパス

12月�２日（日）
13：00〜 キヤノンイーグルス

レベルファイブ
スタジアム
（福岡市博多区）

�９月�１日（土）
18：00〜 九州電力キューデンヴォルテクス

10月27日（土）
14：00〜 サントリーサンゴリアス

平成25年１月６日（日）
12：00〜 ＮＥＣグリーンロケッツ

がんばれ
ブルース！

有
機
栽
培
野
菜
作
り

参
加
者
募
集

●
主
催
　
有
機
農
と
自
然
を

守
る
会

●
日
時
　
８
月
６
日
（
月
）

午
前
９
時
〜

●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

１
０
３
会
議
室

●
内
容
　
安
全
・
安
心
の
野

菜
作
り
の
肥
料
に
使
用
す

る
た
め
乳
酸
菌
や
光
合
成

菌
な
ど
を
使
用
す
る

●
定
員
　
20
人

●
参
加
費
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

同
会

☎
（
36
）
０
８
５
９
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市では、収集した個人情報を、収集の目的以外で利用することはありません。
広報紙は、古紙が配合された紙を使用しています。

広報紙への意見・要望を右記に寄せてください。

どこで受けられるの？
　市では、安価に特定健診やがん検診が受けられる住民健診を各地区コミュニティ・センターや
メイトム宗像、宗像医師会病院健診センターで実施しています。年齢や「受診時点で加入している
保険」で、受けられる検査項目や会場が違います。下の図で確認して申し込んでください。

宗像市国民健康
保険証 協会けんぽ、健康保険組合、

共済組合など（ ）

がん検診

▽地域健診（各地区コミュニティ・センター、メイトム宗像など）
▽センター健診（宗像医師会病院健診センター）
＊個別医療機関でも特定健診が受けられます。希望する人は、
　健康づくり課☎（36）1187へ問い合わせを

　「平成24年度住民健診のご案内（３月15日号の広報紙と同時に配布）」に付属し
ている申込ハガキか、健康づくり課の窓口で申し込んでください。

＊詳細は、「平成24年度住民健診のご案内」を見てください。上記の見本あり
＊市役所、宗像ユリックス、メイトム宗像、各地区コミュニティ・センターなどに置いて
います
＊市　　http://www.city.munakata.lg.jp/→「健康」→「健康診査」から閲覧可

① 後期高齢者
医療証② その他③

20～29歳
（女性のみ）

30～39歳 40～74歳

＊子宮頸部

がん検診

基本健診

がん検診 がん検診 基本健診

＊子宮頸部

＊乳

がん検診

特定健診

＊肺

＊胃

＊大腸

＊子宮頸部

＊乳

視触診
のみ（ ）

★市の住民健

診で受けら

れます

基本健診

個別の病院な

どで健診を受

けましょう。

加入している医療

保険や、勤め先で

受けましょう。

★実施されてい

ない場合は、

市の住民健診

で受けること

ができます

被扶養者(家族)

も同じ。

加入している医

療保険や勤め先

で受けましょう

（市の住民健診

では受診不可）。

被扶養者も同じ。

詳しくは、加入し

ている医療保険

や、勤め先に尋ね

てください。

★市の住民健

診でも受け

られる日が

あります

スタート
あなたの持っている健康保険証は？

会　場

申込方法

詳しくは、福岡県後期

高齢者医療広域連合

にお尋ねください。

TEL 092-651-3111

住民健診

視触診
マンモ（ ）

HP

▽発行：宗像市　▽住所：〒811-3492　福岡県宗像市東郷１−１−１
▽編集：秘書課広報・報道係　TEL：0940-36-1055　FAX：0940-37-1242
　　　　メールアドレス：koho@city.munakata.fukuoka.jp
▽印刷：株式会社 西日本新聞印刷

受けて
安心 特定健診・がん検診

■
鐘
崎
の
現
役
海
女
さ
ん
の

北
川
さ
ん
と
松
尾
さ
ん
が
、

日
本
航
空
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
機
内
誌

「
ス
カ
イ
ワ
ー
ド
」
の
取
材

を
受
け
ま
し
た
。
内
容
は
、

写
真
家
の
梅
佳
代
さ
ん
が
全

国
の
名
人
に
入
門
す
る
と
い

う
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
す
■
私

も
「
船
上
カ
メ
ラ
マ
ン
」
と

し
て
乗
船
。
間
近
で
海
女
さ

ん
の
技
術
や
迫
力
を
体
感
し

ま
し
た
■
お
二
人
の
話
は
、

同
誌
の
８
月
号
で
紹
介
。
機

会
が
あ
れ
ば
一
読
を
。�（
あ
）

■
海
女
の
撮
影
で
来
宗
し
た

写
真
家
の
梅
佳
代
さ
ん
。
普

通
の
女
の
子
の
よ
う
な
見
か

け
に
驚
き
、
撮
影
ス
タ
イ
ル

に
さ
ら
に
驚
く
■
被
写
体
と

な
る
人
物
に
ほ
と
ん
ど
何
も

注
文
せ
ず
、
数
回
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
で
撮
影
終
了
。
終
始
自

然
体
。
プ
ロ
な
ら
で
は
の
技

と
セ
ン
ス
だ
と
感
心
し
き
り

■
仕
事
で
人
に
感
動
を
与
え

ら
れ
る
の
が
プ
ロ
だ
と
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。�

（
の
）

■
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

を
始
め
て
１
年
。
生
ご
み
を

「
ご
み
」
と
し
て
出
さ
ず
に

済
む
の
で
、
ご
み
出
し
は
月

１
回
程
度
に
激
減
し
ま
し
た

■
コ
ン
ポ
ス
ト
を
始
め
る
前

は
、
夏
場
に
ご
み
を
出
し
忘

れ
る
と
、
台
所
に
虫
が
発
生

し
て
嫌
な
思
い
も
経
験
■
生

ご
み
か
ら
生
ま
れ
変
わ
っ
た

堆
肥
を
使
っ
て
お
い
し
い
野

菜
か
き
れ
い
な
花
を
育
て
よ

う
と
思
い
ま
す
。�

（
ま
）

保健師
　からの
　　一言

特定健診結果票の
受け取りは

健診結果相談会で
大森保健師

第 64 回
　

病
気
は
初
期
の
段
階
で
見
つ
け
、早
期
に
治
療
す
れ
ば
、

治
療
に
か
か
る
時
間
や
費
用
、
精
神
的
負
担
も
最
小
限
で

済
み
ま
す
。
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
の
た
め
、
年
に
１

度
は
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
課　

☎
（
36
）
１
１
８
７ 

▽
生
活
習
慣
病
や
、
が
ん
な

ど
の
疾
病
を
早
期
に
発
見

で
き
る

▽
健
診
結
果
に
あ
わ
せ
た
保

健
指
導
が
あ
る

▽
毎
年
受
け
る
こ
と
で
継
続

し
た
健
康
管
理
が
で
き
る

▽
医
療
費
が
抑
制
で
き
る
。

１
人
ひ
と
り
の
生
活
習
慣

病
の
発
症
・
重
症
化
を
予

防
で
き
れ
ば
、
家
計
の
医

療
費
も
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る

●
特
定
（
基
本
）
健
診

▽
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、

　

尿
検
査
、
血
液
検
査
、
医

　

師
の
診
察

▽
心
電
図
、
眼
底
検
査
（
医

　

師
が
必
要
と
し
た
人
）

＊
基
本
健
診
と
は
、
国
民
健

康
保
険
・
協
会
け
ん
ぽ
・

健
康
保
健
組
合
・
共
済
組

合
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医

療
保
険
者
が
そ
の
保
険
の

加
入
者
に
実
施
す
る
健
康

診
断
の
こ
と
。
特
に
40
歳

か
ら
74
歳
ま
で
の
人
に
実

　「健診結果（数値）の見方が分からない」「病院に行く前
にちょっと相談したい」と思ったことはありませんか？
　そのような声を受け、本年度から健診結果相談会で宗像
市国民健康保険加入者の特定（基本）健診の結果票を手渡
し、保健師や管理栄養士が健診結果（数値）の見方や健康
に関する説明をするようにしました。

●健診結果相談会の内容
　健診結果などを説明。希望によって尿検査、血圧測定、
個別相談を実施。
＊健診結果相談会に来られなかった人には、自宅に健診結

果を郵送します

●対象
　宗像市国民健康保険加入者（30～74歳）で特定（基本）
健診を受けた人です。
　「高血圧」「高血糖」「脂質異常症」などの生活習慣病は、「脳
卒中」や「心筋梗塞」といった命に関わる病気と深い関係
があります。その恐ろしい所は、ほとんど自覚症状がなく、
気づかないうちに進行することです。そのため、健診を定
期的に受け、健診結果を確認することがとても重要です。
　みなさんの健康管理のため、健診結果相談会で、気軽に
保健師や管理栄養士に健診結果を相談してみませんか。

■問い合わせ先　健康づくり課　☎（36）１１８７

健
康
診
断
を
受
け
る

�

メ
リ
ッ
ト

ど
ん
な
健
診
が

�

受
け
ら
れ
る
の
？

施
す
る
基
本
健
診
を
「
特

定
健
診
」
と
い
う

「平成24年度住民健診の
ご案内」パンフレット

●
が
ん
検
診

▽
肺
が
ん
・
結
核
、胃
が
ん
、

　

大
腸
が
ん
、子
宮
頸
が
ん
、

　

乳
が
ん

＊
生
活
保
護
受
給
者
は
、
が

ん
検
診
・
基
本
健
診
を
受

診
可
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